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誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
28
（
2
0
1
6
）
年
の
「
輝
か

し
い
新
春
」
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

地
球
規
模
で
い
え
ば
、
テ
ロ
の
脅
威

の
防
止
と
、
温
暖
化
の
対
策
。
国
内
的

に
見
れ
ば
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経

済
の
成
否
と
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
に

よ
る
安
定
し
た
生
活
の
実
現
。

　

一
方
、
犬
山
市
で
は
ど
こ
の
自
治
体

と
も
同
じ
悩
み
の
種
で
あ
る
少
子
高
齢

化
の
人
口
減
少
に
伴
う
財
源
不
足
の
解

消
と
、
地
方
創
生
に
基
づ
く
犬
山
ら
し

い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
。

　

さ
ら
に
犬
山
市
民
的
に
言
え
ば
、
犬

　

市
民
の
間
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
中
心
と
し
た「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
市
民
活
動
が
盛
ん
で
す
が
、
7
つ
目

と
し
て
城
下
町
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
」
設
立
の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
も
含
め
た
す
べ
て
の
犬
山

市
民
が
「
犬
山
人
」
と
し
て
の
誇
り
を

も
て
る
よ
う
な
、
こ
ん
な
平
成
28
年
に

し
た
い
も
の
で
す
。

山
市
民
と
し
て
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
関
心
と
積
極
的
な
参
画
。

　

こ
れ
ら
が
実
現
、
あ
る
い
は
実
現
の

兆
し
が
見
え
て
こ
そ
、「
輝
か
し
い
平

成
28
年
」
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

こ
の
た
め
犬
山
市
で
は
4
月
か
ら
大

幅
な
機
構
改
革
が
行
わ
れ
、「
経
営
部
」

が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
へ
の
分
か

り
や
す
さ
、
機
能
性
、
効
率
性
の
観
点

か
ら
2
部
4
課
を
削
減
し
、
ス
リ
ム
化

を
図
り
ま
す
。

市長、市議会議長、県議会議員

輝
く
平
成
28
年
を
迎
え

新 年 の ご あ い さ つ

住みよい“まち”へ参画

城下町ポケットパークの清掃

楽田コミュニティの清掃活動



新年のごあいさつ

早
く
も
一
年

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
充
実
し
た
年
に
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
私
が
市
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
年
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市

民
の
皆
様
に
は
、
市
政
に
対
し
て

格
別
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

期
待
？

　

一
年
前
の
市
長
選
に
て
、
私
が

当
選
で
き
た
の
は
、
若
さ
や
創
意

工
夫
に
よ
り
、
犬
山
を
も
っ
と
伸

ば
し
て
欲
し
い
、
変
え
て
欲
し
い

と
い
う
皆
様
の
期
待
感
が
、
そ
の

背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

期
待
は
一
歩
間
違
え
ば
失
望
に
も

な
り
ま
す
。

期
待
か
ら
実
感
へ

　

イ
メ
ー
ジ
的
な
期
待
感
を
、

「
拓
郎
が
市
長
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
実
感
に
変
え
る
た
め

に
は
、
単
な
る
き
れ
い
ご
と
や
意

気
込
み
な
ど
の
精
神
論
で
は
な

く
、
市
長
選
で
お
示
し
し
た
政
策

の
実
現
は
も
ち
ろ
ん
、
市
政
全
般

の
舵
取
り
の
中
で
、
行
動
と
結
果

を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
尽
き
ま

す
。
そ
の
行
動
と
結
果
へ
の
評
価

が
、
実
感
の
度
合
い
を
左
右
し
ま

す
。説明

責
任

　

行
動
と
結
果
に
つ
い
て
皆
様
が

評
価
す
る
た
め
に
も
、
と
り
わ
け

市
長
選
の
公
約
に
つ
い
て
は
、
そ

の
進
捗
・
達
成
状
況
を
、
機
会
を

捉
え
て
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
公
約
に
は
、
す
ぐ
に
実

現
で
き
る
も
の
と
、
実
現
に
時
間

を
必
要
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
就

任
一
年
で
ま
だ
十
分
な
結
果
が
出

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
現

状
に
つ
い
て
、
今
回
の
広
報
に
て

特
集
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
約
以
外
の
こ
と
も
含

め
た
市
政
の
動
き
や
、
私
の
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
広
報
1

日
号
に
掲
載
の「
た
く
ろ
う
通
信
」

や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
市

長
の
日
記
」
な
ど
で
も
、
積
極
的

に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

着
実
な
前
進
へ

　

政
策
実
現
に
向
け
て
着
実
に
前

進
し
、
市
政
が
よ
り
良
く
進
化
で

き
る
よ
う
、
本
年
も
全
力
で
頑
張

り
ま
す
。
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

犬
山
市
長

　
山 

田 

拓 

郎

期待から
実感へ

健
康
に
乾
杯

「
再
生
」
か
ら
「
創
生
」
へ
。

市議会議長
堀 江 正 栄

県議会議員
原 よ し の ぶ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。ご
家
族
お
揃
い
で
、

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
4
月
に
は
、
待
望

の
新
体
育
館
が
完
成
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
本
年
が
輝
か
し
い
一
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
9
月
に
上
京
し

　

新
体
育
館
は
、
一
足
先
に
完
成

オ
ー
プ
ン
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ス
ポ
ー
ツ

や
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
重
要
拠

点
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

人
生
80
・
90
年
時
代
と
な
り
、

シ
ニ
ア
世
代
も
多
方
面
で
元
気
に

活
躍
さ
れ
て
み
え
ま
す
。
ま
た
、

い
ず
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
も
老
若

男
女
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
健
康
づ

く
り
に
励
ん
で
み
え
ま
す
。

　

言
わ
ず
も
が
な
世
代
を
問
わ

た
際
、
石
破
茂
地
方
創
生
担
当
大

臣
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
返

し
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、「
こ
れ

か
ら
は
、
た
だ
や
る
だ
け
の
事
業

に
お
金
は
使
わ
な
い
。
効
果
が
あ

る
も
の
だ
け
に
投
資
す
る
。
地
域

に
差
が
出
て
も
仕
方
が
な
い
。」

と
の
言
葉
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
犬
山
づ
く
り
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
、“
創
生
”
だ
と

い
う
こ
と
を
再
確
認
・
再
認
識
し

ま
し
た
。

ず
、
健
康
で
健
や
か
な
人
生
は
皆

さ
ん
の
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

健
康
づ
く
り
と
い
え
ば
、
当
市

で
は
、
現
在
健
康
市
民
づ
く
り
の

た
め
「
第
2
次
み
ん
な
で
進
め
る　

い
ぬ
や
ま
健
康
プ
ラ
ン
21
」
が
策

定
さ
れ
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
い

ろ
い
ろ
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ

く
り
・
守
る
」
と
い
う
自
覚
と
行

動
が
な
に
よ
り
大
切
で
す
。

　

昨
今
、
認
知
症
が
多
方
面
で
問

　

今
ま
で
の
日
本
だ
っ
た
ら
犬
山

市
だ
っ
た
ら
、
日
本
“
再
生
”・

犬
山“
再
生
”と
表
現
し
た
で
し
ょ

う
。
そ
の
中
で
、“
再
生
”
を
使

わ
な
い
の
は
何
故
か
！？
子
ど
も
は

減
り
、
一
方
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
増
え
、
我
が
犬

山
市
も
直
面
す
る
人
口
減
少
社
会

に
突
入
し
た
今
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
再
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で

は
も
う
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
か

ら
。
だ
か
ら
、“
創
生
”
と
い
う

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
さ

れ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
言
う
な
ら
ば
、
金
太
郎
ア

題
化
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
き
て

認
知
症
の
研
究
が
進
み
、
薬
に
頼

ら
な
い
で
あ
る
程
度
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
解
っ
て
き
ま

し
た
。

　

少
し
早
足
で
歩
く
な
ど
適
度
な

運
動
や
野
菜
を
多
く
と
る
食
事
、

頭
を
使
う
な
ど
、
誰
に
で
も
で
き

る
こ
と
で
す
。
こ
の
予
防
は
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
と
も
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
い
た
し
ま
す
。

　

新
体
育
館
に
お
い
て
も
、
健
康

づ
く
り
に
主
眼
を
置
い
た
施
策
が

展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
し
、
健
康

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
い
ろ
い
ろ
な

メ
の
よ
う
な
全
国
ど
こ
に
で
も
あ

る
同
じ
ま
ち
づ
く
り
は
、
も
う
終

わ
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
犬
山

と
愛
知
に
し
か
な
い
特
性
を
生
か

し
た
、
犬
山
に
し
か
で
き
な
い
犬

山
と
愛
知
づ
く
り
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、
犬
山
市
と
愛

知
県
で
は
今
年
度
中
ま
で
に
２
０

６０

年
の
未
来
像
と
な
る
「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か

ら
の
犬
山
の
将
来
の
道
標
を
示

し
、
こ
れ
か
ら
の
犬
山
の
形
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

大
い
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

心
も
体
も
健
康
を
保
ち
、
日
々

の
暮
ら
し
を
い
き
い
き
と
生
き
が

い
を
持
っ
て
送
れ
る
よ
う
自
ら
進

ん
で
健
康
づ
く
り
に
努
力
し
、
大

い
に
人
生
を
謳
歌
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
に
乾
杯
！

　

今
年
も
犬
山
市
議
会
に
対
し
、

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

小
牧
か
ら
五
郎
丸
ま
で
の
41
号

線
の
6
車
線
化
や
愛
知
県
と
犬
山

市
で
の
企
業
誘
致
、
41
号
沿
線
の

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
動
き
出
し

ま
し
た
。
ま
し
て
犬
山
に
は
歴
史

的
・
自
然
的
資
産
と
、
何
よ
り
も

犬
山
が
大
好
き
な
人
で
あ
ふ
れ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
ま
だ
ま
だ
大
き

な
可
能
性
と
潜
在
力
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
新
し
い
犬
山
づ
く

り
の
た
め
、
さ
ら
に
全
力
を
傾
注

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
本
年
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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たくろう通信犬
山
市
長

新時代の風 ⑨

政策課題の進捗と今後！

民間のチカラを引き出し
地域経済の活性化を！

進捗：○�幹線道路沿いへの商業立地を促すため、
総合計画の見直しに着手。（平成28年度
末見直し予定）

　　　○�新たな工業団地（塔野地）整備に向け、
用地確保が進展。

　　　○�シルバー人材センターや若手農業者と連
携した営農の展開に向けて着手。

今後：�産業振興に関する支援メニューの拡充、（仮
称）産業振興条例の制定、観光協会を中心
とした民間主導の展開強化。

子育て・教育への大胆な支援強化で
次世代育成を！

進捗：○�来年度から、子ども医療費の中学校卒業
までの無料化を実施。

　　　○�学校施設改修促進のため、来年度より、
予算規模を大幅拡大。

　　　○�（仮称）教育委員会基本条例制定に着手。
今後：�私学助成拡充検討、海外留学支援、学校施

設の計画的整備促進、授業改善の取り組み
強化。

多様な市民活動をもっと応援し
元気な市民づくりを！

進�捗：○防犯カメラ設置補助制度を実施。
　　　○�町内会所有集会所等の新築・改築・改修

への補助を、来年度より2倍に拡充予定。
　　　○�SNSを活用した行政情報の発信。
今後：�自治基本条例の制定、各種市民団体との連

携強化、アーティストバンク制度・スポー
ツコミッションなど文化・スポーツの活性
化に向けた検討。

定住人口維持に向けた取り組みを！
進捗：○�空き家実態調査とUターン補助制度の実

施、来年度からの空き家バンク制度やシ
ティプロモーションの実施と、さらなる
補助制度の検討。

　　　○�市職員の市内在住比率向上に向け、新規
採用では犬山在住希望者を募集。来年度、
通勤手当の見直し実施予定。

　　　○�五郎丸駅復活を目指し、総合戦略、総合
計画への位置づけに向け検討着手。

　　　○�生活道路整備や冠水対策は、順次実施。
今後：�市街化区域未利用地の活用促進や都市計画

税のあり方検討。

医療・介護・福祉など
生活者の安心確保に先手を！

進捗：○�ピロリ菌検査の助成制度を導入、来年度
は歯科検診の無料化と対象年齢の引き下
げ、健康ポイント制度の特典充実を実施
予定。

　　　○�特別養護老人ホーム（１００床）が新たに
オープン。

　　　○�救急医療情報カードの導入による救急医
療機関との連携強化。

今後：�在宅医療に関する連携強化、予防医療施策
のさらなる工夫、障害者施策の強化。

リーダーシップで懸案事項を解決し
誠実な市政運営を！

進捗：○�新広域ごみ処理施設建設は、 4首長出席
の地元協議が初めて実現し、早期解決へ
前進。

　　　○�前原台下水整備の早期実現に向け、スケ
ジュール提示と地元協議の前進。

　　　○�八曽キャンプ場アクセス道路待避所設置
工事は平成27・28年度で施行予定。

　　　○�岩田公園（塔野地）の用地買収の完了、
塔野地地区のグラウンド整備に向けた検
討に着手。

今後：�懸案事項の早期解決に向け取り組み強化。

豊かな自然資源を活かし
まちの求心力の向上を！

進捗：○�名勝木曽川のロケーションを活かすた
め、国への働きかけと総合戦略への位置
づけに向けた検討着手。

　　　○�入鹿池の世界かんがい施設遺産登録によ
る、周辺遊歩道整備に向けた検討着手。

　　　○�公共施設の太陽光発電設置の推進と、民
間への屋根貸しによる設置促進の準備開
始。

今後：�山歩きのP‌R強化、小水力発電設置の可能
性の検討。

ムダを排除し賢い都市経営を！
進捗：○�東西丸の内一帯の城郭整備や下本町での

観光バス転回場整備を白紙とし、大型公
共事業の見直しを実施。

　　　○�市役所機構を見直し、来年度から 2部 4
課の削減など、スリム化を進めるととも
に、市職員退職者の再任用制度の見直し
を実施予定。

　　　○�来年度より経営改善課を設置し、ムダの
排除を強化。

　　　○�ふるさと納税制度を活かした取り組みで
財源確保。（約5,000万円を見込む）

今後：�借金抑止の努力、予算編成過程の公開、女
性の活躍促進。

犬山市社会福祉協議会ボランティアセンター
☎61・2563

問合せ先

※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です
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個人番号の利用が始まります！
　 1月から社会保障・税・災害対策の分野でマイナンバー（個人番号）の利用が順次始まります。
　住所の異動や各種申請などで市役所にお越しの際は、マイナンバーが必要な場合がありますので、通知
カードまたは、個人番号カードをお持ちください。
　マイナンバーが必要な場合は、必ず本人確認をすることになっていますので、免許証等の本人確認がで
きる書類も併せてお持ちください。

マイナンバー総合フリーダイヤル
日本語窓口…☎0120・95・0178（無料）
※一部IP電話などでつながらない場合は以下を利用してください（有料）。
・マイナンバー制度に関すること……………………………☎050・3816・9405
・「通知カード」「個人番号カード」に関すること…………☎050・3818・1250
外国語窓口（無料）
・マイナンバー制度に関すること……………………………☎0120・0178・26
・「通知カード」「個人番号カード」に関すること…………☎0120・0178・27
※英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語の対応が可能です。
平日…午前 9時30分〜午後10時
土曜・日曜日、祝休日…午前 9時30分〜午後 5時30分
※年末年始（12月29日〜 1月 3日）を除く。
※�英語以外の言語については、平日午前 9時30分〜午後 8時、土日祝午前 9時30分〜午後 5時30分の
対応となります。

　　②本人が市役所にお越しいただくことが困難であることを証する書類
　　　※入院、施設入所を証明する書類
　　　例　本人に係る診断書・障害者手帳・入所証明書・入院証明書など
　　　※�仕事、学業が多忙なため本人が来庁できないといった理由は、やむを得ない理由と認められな

いので、ご注意ください。
　　③申請者本人直筆の委任状（委任する人が全て記載しないと無効）
　　④暗証番号
　　　本人が暗証番号をお知らせのはがきに記入し、封筒に封入するなど見えないようにしてください。

◎次の暗証番号の設定準備をお願いします。
　①署名用電子証明書暗証番号（英数字 6文字以上16文字以下。英字は大文字。）
　②利用者証明用電子証明書暗証番号（数字 4桁）　①②は、電子証明書を希望された人のみ
　③住民基本台帳用暗証番号（数字 4桁）
　④券面事項入力補助用暗証番号（数字 4桁）
　②〜④は、同じ暗証番号を設定することもできます。

◎「個人番号カード」をお渡しする際に、顔認証システムにより本人の確認をする場合があります。

◎その他
・�住民基本台帳カード（住基カード）をお持ちの人は有効期限内であれば利用可能です。ただし、個人番
号カードが交付される際には、返納となります。
・通知カードの有効期限はありません。
・�個人番号カードの有効期限は、20歳以上は発行から10回目の誕生日まで。20歳未満は発行から 5回目の
誕生日まで。
・個人番号カードに入る電子証明書の有効期限は、発行から 5回目の誕生日まで。

 ○「個人番号カード」の受領について

 ○「通知カード」はお手元に届きましたか。
　マイナンバー（個人番号）をお知らせする「通知カード」は、昨年11月中旬以降に簡易書留で郵送し
ています。まだ、お持ちでない人は市役所へ問い合わせてください。
　「通知カード」は大切に保管してください。

 ○「個人番号カード」の必要な人は、交付申請を行ってください。
　同封された交付申請で郵送申請する場合
　「通知カード」をお届けした封筒に、「個人番号カード」の交付申請書を同封しています。
　①同封された交付申請書に必要事項を記入
　②�写真を貼付ける。（直近 6か月以内に撮影した正面、無帽、無背景のもの、サイズ縦4.5㎝×横3.5㎝、
裏面に氏名、生年月日を記入）

　③同封された返信用封筒に入れポストへ投函（切手不要）
　　�通知カードと音声コード及び申請書ID控えの切り離し、返信用封筒の裏面に住所、氏名を記入

　10月 5 日以降に転居、転入等された人は、お届けした個人番号カードの交付申請書
が使用できない場合がありますので市民課に問い合わせてください。

○不明な点がありましたら、次の連絡先へ問い合わせてください。
　市民課　☎44・0303　平日午前 8時30分〜午後 5時15分

　「個人番号カード」をお渡しする準備が整いましたら、市役所から「個人番号カード交付（電子証明書
発行）通知書兼照会書」（官製はがき）によりカードが交付できることをお知らせします。お知らせのは
がきには、交付期限、交付場所などが記載されています。
　お知らせのはがきが届きましたら、次のものをお持ちいただき、市民課窓口に来てください。
　【「個人番号カード」の受取に必要なもの】
　　　①通知カード
　　　②住民基本台帳カード（住基カード）　※お持ちの人のみ
　　　③個人番号カード交付（電子証明書発行）通知書兼照会書（お知らせのはがき）
　　　④本人確認書類（官公署発行の書類で有効期間内のもの）
　　　　運転免許証、旅券、住民基本台帳カード、在留カード等顔写真がついたもの 1点
　　　⑤�④記載の書類をお持ちでない人は、「氏名・生年月日」又は「氏名・住所」が記載された官公署

発行の書類 2点
　　　　※書類に関してご不明な点は、市民課または出張所へ問い合わせてください。
　　　⑥代理権の確認書類
　　　　法定代理人は、法定代理人である資格を証明する書類および法定代理人の本人確認書類
　　　・15歳未満の人は、親権者が法定代理人となりますので、戸籍謄本（同一世帯の親は不要）
　　　・成年被後見人は、成年後見人が法定代理人のため、登記事項証明書。
　　　　※�15歳未満の人、成年被後見人は、申請本人が直接受け取ることができないため、法定代理人

と一緒に窓口へお越しください。

　　　�　病気や身体の障害により、市役所にお越しいただけない人が、代理人に「個人番号カード」の
受取を依頼される場合は、代理権の確認書類として、次の書類が必要になります。

　　①代理人の本人確認書類

マイナンバー制度

マイナンバー
広報キャラクター
マイナちゃん
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INFORMATION
✂

✂

博物館明治村　犬山市民　特別入村割引券
■入村料■ おとな（18歳以上）	 1,700円	→	1,500円	× □ 名

シニア（65歳以上）・大学生	 1,300円	→	1,100円	× □ 名
高校生	 1,000円	→	 800円	× □ 名
小・中学生	 600円	→	 500円	× □ 名

催
　し

■
犬
山
城
な
ど
の
無
料

開
放
を
実
施

　

文
化
庁
と
消
防
庁
は
、
昭
和
24

年
に
法
隆
寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）

の
金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損

し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
1
月

26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と

し
て
制
定
し
ま
し
た
。

　

犬
山
市
で
は
文
化
財
防
火
デ
ー

に
合
わ
せ
、
犬
山
城
な
ど
を
無
料

開
放
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

市
内
に
あ
る
文
化
財
に
親
し
み
な

が
ら
、
守
り
伝
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
無
料
開
放

▼
と
き　

1
月
26
日
㊋　

▼
内
容　

文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
た
無

料
開
放　

▼
対
象
施
設　

犬
山

城
、
市
文
化
史
料
館
（
城
と
ま
ち

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
か
ら
く
り
展
示

館
）、
中
本
町
ま
ち
づ
く
り
拠
点

施
設
（
ど
ん
で
ん
館
）

※
同
日
、
犬
山
城
で
は
午
前
10
時

か
ら
15
分
程
度
、
消
防
訓
練
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　

各
施
設
と
も
、
開
場
（
開
館
）

時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

　

旧
磯
部
家
住
宅
復
原
施
設
及
び

青
塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
に
つ

い
て
も
、
通
常
通
り
開
館
し
て
い

ま
す
。
▼
問
合
せ
先　

歴
史
ま
ち

づ
く
り
課
（
☎
44
・
0
3
5
4
）

■
富
安
陽
子
さ
ん
講
演
会

〜
作
品
が
で
き
る
ま
で
〜

▼
と
き　

1
月
23
日
㊏
午
後
1
時

30
分
か
ら　

▼
と
こ
ろ　

市
立
図

書
館
2
階
展
示
室　

▼
講
師　

児

童
文
学
作
家　

富
安
陽
子
氏　

▼

対
象　

読
み
聞
か
せ
に
関
心
の
あ

る
人
・
子
育
て
中
の
人　

▼
参
加

料　

無
料　

▼
定
員　

先
着

1
5
0
人　

▼
申
込
み　

1
月
5

日
㊋
午
前
10
時
か
ら
市
立
図
書
館

（
☎
62
・
6
3
0
0
）
へ

■
愛
知
労
福
協
尾
張
北
支
部

退
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　

定
年
退
職
を
間
近
に
控
え
た
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
を
対
象
に
「
年

金
制
度
の
概
要
・
手
続
き
」「
雇

用
保
険
の
上
手
な
活
用
方
法
」
な

ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
と
き　

①
1
月
23
日
㊏
午
前
9

時
30
分
〜
11
時
45
分　

②
1
月
30

日
㊏
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
45
分　

▼
と
こ
ろ　

①
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

春
日
井
（
春
日
井
市
東
野
町
字
落

合
池
1

−

2
）　

②
小
牧
勤
労
セ

ン
タ
ー
（
小
牧
市
大
字
上
末
２
２

３３


−

2
）　

▼
対
象　

55
歳
以

上
60
歳
ま
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

配
偶
者
の
人　

▼
定
員　

先
着
30

人　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
申
込

み　

1
月
4
日
㊊
か
ら
電
話
で
労

福
協
尾
張
北
支
部
（
☎
37
・
１
３

０６

）
へ

■
犬
山
商
工
会
議
所

　
新
春
講
演
会

　

犬
山
商
工
会
議
所
で
は
、
公
益

社
団
法
人
小
牧
法
人
会
犬
山
支
部

と
共
催
で
、
商
工
業
の
振
興
と
豊

か
な
社
会
生
活
を
目
指
し
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
23
日
㊏
午
後
4
時

30
分
〜
5
時
45
分　

▼
と
こ
ろ　

名
鉄
犬
山
ホ
テ
ル
2
階
彩
雲
の
間　

▼
講
師　

衆
議
院
議
員　

丹
羽
秀

樹
氏
（
前
文
部
科
学
副
大
臣
兼
内

閣
府
副
大
臣
・
前
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
組
織
委
員
会
副
会
長
）

▼
演
題　

教
育
投
資
と
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

▼
定
員　

先
着
2
5
0
人

▼
入
場
料　

無
料

▼
申
込
み　

犬
山
商
工
会
議
所

（
☎
62
・
5
2
3
3
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
61
・

３
９
８
６
）
へ

※
犬
山
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http

://w
w
w
.inuyam

a-cci.
or.jp

）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

講
　座

よ
う
！
見
事
、
す
べ
て
を
見
つ
け

た
人
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

▼
休
村
日　

2
月
ま
で
の
毎
週
月

曜
日
（
1
月
4
日
㊊
・
11
日
㊗
は

開
村
）、
1
月
12
日
㊋
〜
15
日
㊎　

▼
料
金　

1
種
類
3
0
0
円
（
全

8
種
）　

▼
受
付　

聖
ザ
ビ
エ
ル

天
主
堂
、近
衛
局
本
部
付
属
舎（
博

物
館
明
治
村
内
）　

▼
時
間　

午

前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先　

博
物
館

明
治
村
（
☎
67
・
0
3
1
4
）

■
博
物
館
明
治
村

　
犬
山
市
民
特
別

　
入
村
割
引

〈
冬
催
事
イ
ベ
ン
ト
情
報
〉

　
2
月
21
日
㊐
ま
で

◆
ワ
ガ
ハ
イ
の
足
跡
を
た
ど
れ
！
　

〜
幸
せ
の
あ
し
あ
と
〜

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
新

企
画
「
ワ
ガ
ハ
イ
の
足
跡
を
た
ど

れ
！
〜
幸
せ
の
あ
し
あ
と
〜
」
を

開
催
。
写
真
や
ヒ
ン
ト
を
手
が
か

り
に
、
謎
の
猫
“
ワ
ガ
ハ
イ
”
が

ど
こ
に
現
れ
た
の
か
を
突
き
止
め

■
第
5
回

　
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
芸
術
祭
・
作
品
展

　

東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
区
内
の
皆
さ

ん
の
、
絵
画
・
書
・
写
真
・
彫
塑

工
芸
作
品
の
他
、
幼
保
園
児
・
小

中
学
生
の
書
や
図
画
工
作
品
な
ど

約
6
0
0
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
27
日
㊌
〜
31
日
㊐

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
最
終
日

は
午
後
2
時
）　

▼
と
こ
ろ　

長

者
町
会
館　

▼
入
場
料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

山
田
（
☎
090
・
７

６
７
６
・
4
4
5
9
）

※
絵
手
紙
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
1

月
29
日
㊎
・
31
日
㊐
の
午
前
10
時

〜
午
後
2
時
ま
で
設
け
て
い
ま
す
。

　

東
大
演
習
林
生
態
水
文
学
研
究

所
と
犬
山
市
で
地
域
交
流
に
関
す

る
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
過

去
の
災
害
の
教
訓
を
ど
う
す
れ
ば

生
か
せ
る
か
、
専
門
家
の
話
を
も

と
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

1
月
30
日
㊏
午
後
1
時

大雨により土砂が崩壊し、地面がむき出しに
なった市民健康館「さら・さくら」のすぐ北側
の山（昭和27年撮影、生態水文学研究所所蔵）

30
分
〜
4
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
2
階
2
0
5
会
議
室

▼
内
容　
〈
講
演
1
〉
名
古
屋
大

学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
准
教

授　

田
中
隆
文
氏　
〈
講
演
2
〉

東
京
大
学
演
習
林
生
態
水
文
学
研

究
所
長　

蔵
治
光
一
郎
氏

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
＝
東
京
大
学
演

習
林
生
態
水
文
学
研
究
所
助
教　

田
中
延
亮
氏　

パ
ネ
ラ
ー
＝
愛
知

教
育
大
学
地
域
社
会
シ
ス
テ
ム
講

座
教
授　

伊
藤
貴
啓
氏
、
名
古
屋

大
学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
准

教
授　

田
中
隆
文
氏
、地
域
住
民
、

防
災
安
全
課
職
員　

▼
対
象　

ど

な
た
で
も　

▼
定
員　

先
着
60
人　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
申
込
み　

1
月
8
日
㊎
か
ら
氏
名
・
住
所
・

連
絡
先
を
公
園
緑
地
課
（
☎
44
・

０３４５



）
へ

■
市
民
講
師
に
よ
る

　
企
画
講
座

　

生
涯
学
習
活
動
を
支
援
す
る
市

民
講
師
が
、
自
ら
企
画
し
指
導
す

る
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

毎
週
金
曜
日
午
後
3
時

〜
5
時
（
祝
日
、
第
5
金
曜
を
除

く
）　

▼
と
こ
ろ　

丸
山
地
区
学

習
等
供
用
施
設
（
学
習
室
）

▼
内
容　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
相
談
」

※
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
に
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
等
の
相
談
に
お
応

え
し
ま
す
。
事
前
の
申
込
み
は
不

要
で
す
。
お
使
い
の
パ
ソ
コ
ン
を

お
持
ち
い
た
だ
き
、
直
接
会
場
に

来
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、町
内
会
・

老
人
ク
ラ
ブ
等
へ
の
出
張
講
座
も

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
講
師　

市
民
講
師
及
び
P‌

C
犬

山
教
室
会
員　

▼
相
談
料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

社
会
教
育
課
（
☎

44
・
0
3
5
3
）

東大演習林生態
水文学研究所
シンポジウム

〜水害・土砂災害から
　住民の命を守るには〜
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有効期間　平成28年 1 月 1 日㊗〜平成28年 2 月21日㊐
・一葉 4人まで 1回限り有効
・シニア/大学生/高校生　要証明
・他の割引券との併用不可
・団体利用不可　　・転売禁止、コピー不可INFORMATION

■
5
市
町
合
同

　『
防
災
カ
レ
ッ
ジ
』

　

こ
の
講
座
は
、
地
域
で
防
災
・

減
災
を
推
進
す
る
『
防
災
リ
ー

ダ
ー
』
の
養
成
を
目
的
に
、
防
災

の
基
礎
知
識
を
修
得
す
る
講
座
で

す
。
地
域
の
“
危
険
”
を
知
り
、

災
害
を
想
像
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

2
月
20
日
㊏
・
21
日

㊐
・
27
日
㊏（
3
日
間
連
続
講
座
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
（
20

日
の
み
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
）　

▼
と
こ
ろ　

大
口
町
健
康
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
室
（
大
口
町
伝
右

一
丁
目
47
番
地
）　

▼
対
象　

5

市
町
（
犬
山
市
、
小
牧
市
、
江
南

市
、
扶
桑
町
、
大
口
町
）
に
居
住

し
て
い
る
地
域
防
災
に
関
心
が
あ

る
人
（
高
校
生
以
上
）　

▼
定
員　

先
着
40
人　

▼
内
容　

愛
知
県
の

地
震
防
災
対
策
、
家
具
転
倒
防
止

の
話
、災
害
図
上
訓
練（
D
I
G
）、

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
、
現
地
研
修
（
岐

阜
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
）
な
ど　

▼
講
師　

あ
い
ち
防
災
リ
ー
ダ
ー

他　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
申
込

み　

1
月
4
日
㊊
〜
2
月
5
日
㊎

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
防
災
安
全
課
窓
口
、
電

話
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い　

▼
問
合
せ
先　

防
災
安
全
課
5
市
町
合
同
防
災
カ

レ
ッ
ジ
担
当
（
☎
44
・
0
3
4
6　

F
A
X
44
・
０３６


７　

メ
ー
ル

010400

@city.inuyam
a.lg.jp

）

※
講
座
全
日
出
席
者
に
は
『
修
了

証
』
を
発
行
し
ま
す
。

※
来
場
は
、
な
る
べ
く
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

地方創生事業  『農家の冬のモノづくりワークショップ』

とき 内容 講師 対象 参加料（ 1 人）

A
　
講
　
座

1 月31日㊐午後 1 時〜 4 時 ハーブのルームスプレー＆みつろうリップクリーム

蛯江　みほ
小学生以上
※小学生は
保護者同伴

各回
2,000円

2 月 7 日㊐午後 1 時〜 4 時 ハーブのルームスプレー＆みつろう保湿クリーム

2 月14日㊐午後 1 時〜 4 時 ハーブのルームスプレー＆バスソルト・バスフィズづくり

3 月 6 日㊐午後 1 時〜 4 時 ハーブのルームスプレー＆アロマ化粧水づくり

3 月13日㊐午後 1 時〜 4 時 ハーブのルームスプレー＆枇杷の葉エキスづくり

B
講
座

2 月23日㊋午前10時〜正午
我が家の味噌を作ろう！農家の味噌づくり体験(1㎏ ) 海老澤哲也 15歳以上

各回
1,000円3 月 9 日㊌午前10時〜正午

　新鮮でおいしい、安全な野菜を自分で作り
たいと野菜づくりを始める人が飛躍的に増え
ています。そんな人たちから、さらにレベル
アップしたいというベテランの人にも、無農
薬・有機栽培を基礎からしっかり学ぶことの
できる講座です。まずは初回オリエンテー
ション（無料内容説明会）で！
▼と　き　【土曜日クラス】
　　　　　 1月 9日㊏〜 6月25日㊏全24回
　　　　　【日曜日クラス】
　　　　　 1月10日㊐〜 6月26日㊐全24回
　　　　　いずれも午前 9時30分〜11時30分
▼ところ　市役所分庁舎 1階多目的研修室
▼内　容　�土づくりから春夏野菜の栽培管理

の実際、座学と一部実習
▼定　員　各クラス30人
▼受講料　6,000円
　　　　　（月額1,000円× 6、資料代含む）
▼申込み　�特定非営利活動法人犬山グリーン

ライフ（犬山市役所分庁舎内）
　　　　　☎62・2666、FAX62・2663
　　　　　（担当者直通090・1231・3455）へ

市民野菜づくり講座

初めての人でも楽しく参加できるプチ農業体験講座を実施します。

▼ところ　「Organic Village」平成28年 1 月中旬オープン予定（犬山市民文化会館に隣接。旧犬山市民プール敷地内）
▼定　員　各回15人　※先着順
▼申込み　各講座実施日の 3日前までに電話またはメールで氏名・住所・年齢・連絡先・参加希望日・幼児同伴の有無
を下記申込み先へ。（キャンセルの場合は、必ず再度ご連絡ください。キャンセル料が発生する場合があります。）
【A講座申込み先】（一社）犬山農芸（担当者　エビエ）　 ☎090・3956・9769　Eメール mihomi@i.softbank.jp
【B講座申込み先】（一社）犬山農芸（担当者　エビサワ）☎090・3566・8230　Eメール ebisawatetsuya@gmail.com
▼持ち物　筆記用具、エプロン、汚れても良い服装で来てください。完成品は持ち帰りできます（ 1人 1セット）
※幼児同伴可。但し、託児所、託児スタッフ等の用意はありませんので、ご了承ください。
本事業は国の地方創生交付金を活用し（一社）犬山市観光協会が実施するものです。

募
　集

相
　談

生
　活

自衛官等採用案内

採用種目 防衛大学校（後期日程）

採用期日 平成28年 4 月上旬

応募資格
平 成28年 4 月 1 日 現 在、18歳 以 上21
歳未満（平成 7 年 4 月 2 日から平成
10年 4 月 1 日までに出生した人）

試験期日
第 1 次試験　 2 月20日㊏
第 2 次試験　 3 月11日㊎

受付期間 1 月20日㊌〜29日㊎（締切日必着）

申込み
問合せ先

自衛隊愛知地方協力本部
小牧地域事務所
☎73・2190
http://www.mod.go.jp/pco/aichi/

■
若
者
の
就
労

　
無
料
相
談

　

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
進
路
・
就
職
相
談
の
専
門

家
）
に
よ
る
個
別
相
談
と
適
性
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
28
日
㊍
午
後
1
時

〜
5
時
（
1
人
35
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
犬
山　

プ
レ
ハ
ブ
会
議
室　

▼
対
象　

無

業
の
状
態
に
あ
る
若
者
（
15
歳
〜

概
ね
40
歳
）、
子
ど
も
の
就
職
に

悩
み
が
あ
る
保
護
者　

▼
定
員　

5
人　

▼
相
談
料　

無
料

▼
申
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で

■
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）

●
市
へ

▽
防
犯
カ
メ
ラ
、
メ
モ
リ
ア
ル

C
D
2
枚
（
東
部
中
学
校
）　

愛

知
さ
く
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▽
バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
（
南
部
中

学
校
）　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

イ
エ
ロ
ー
・
エ
ン
ジ
ェ
ル

い
ち
の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
0
5
8
6
・

64
・
６３４


９　

㊋
〜
㊏
午
前
10

時
〜
午
後
5
時
）
へ
（
厚
生
労
働

省
委
託
事
業
）

■
神
経
難
病

　
医
療
相
談
会

▼
と
き　

1
月
27
日
㊌
午
後
2
時

〜
4
時　

▼
と
こ
ろ　

布
袋
ふ
れ

あ
い
会
館　

▼
対
象　

神
経
難
病

の
患
者
と
そ
の
家
族　

▼
担
当　

名
古
屋
大
学
医
学
部
付
属
病
院　

神
経
内
科　

熱
田
直
樹　

▼
定
員　

5
人
程
度
（
先
着
順
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）　

▼
申
込
み　

1
月
18
日

㊊
ま
で
に
江
南
保
健
所
（
☎
０
５

８
７
・
56
・
2
1
5
7
）
へ

●
市
消
防
本
部
へ

▽
タ
オ
ル　

3
0
0
本　

公
益
社

団
法
人　

小
牧
法
人
会　

女
性
部

会●
福
祉
基
金
寄
附
金
へ

▽
3
，
0
0
0
円　

K
・
K

●
市
環
境
保
全
基
金
へ

▽
6
，
78

0
円　

わ
ん
丸
リ
サ

イ
ク
ル
小
屋

※
皆
さ
ん
の
善
意
は
、
市
民
活
動

や
福
祉
、
環
境
保
全
な
ど
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
犬
山
で
お
笑
い
人
力

車
の
車
夫
を
大
募
集

　

市
と
犬
山
市
観
光
協
会
は
、
今

年
の
春
と
秋
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
開
催
時
に
城
下
町
地
区
で
展
開

す
る
お
笑
い
人
力
車
の
車
夫
を
募

集
し
ま
す
。
犬
山
の
魅
力
を
人
力

車
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
伝
え
て
く
だ
さ
る
人
、
ぜ

ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
！

▼
内
容　

今
年
の
春
と
秋
に
「
お

笑
い
人
力
車
」の
車
夫（
活
動
費
、

勤
務
条
件
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
）　

▼
申
込
み　

1
月
10
日
㊐
（
必
着
）
ま
で
に
履

歴
書
を
郵
送
で
（
社
）
犬
山
市
観

光
協
会　

犬
山
お
笑
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
係
（
☎
61
・
2
8
2
5　

平

日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
へ

〒
4
8
4

−

0
0
8
6　

犬
山
市

松
本
町
4

−

21
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※
団
体
の
都
合
で
日
程
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
程
の
変
更
・
回
収
等
に
つ
い

て
は
各
団
体
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

（
☎
44
・
0
3
4
4
）

■
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
協
力
を

◆
地
域
で
行
わ
れ
る
資
源
回
収

（
1
月
分
）

〔
小
・
中
学
校
〕

9
日
㊏
東
小
学
校
（
☎
67
・
５
４

００

）

30
日
㊏
城
東
小
学
校
P
T
A
（
☎

61
・
2
5
0
1
）

〔
犬
山
地
区
〕

毎
週
木
曜
日
午
前
8
時
30
分
〜
10

時
犬
山
駅
前
通
り
発
展
会

4
日
㊊
大
本
町
町
内
会

9
日
㊏
本
町
町
内
会
（
☎
61
・
１

８
９
２
河
橋
）

30
日
㊏
白
帝
子
供
会

31
日
㊐
上
野
住
宅
自
治
会

た
め
、
数
か
月
間
の
み
一
時
的
に

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
場
合
。

（
花
粉
受
精
の
た
め
で
あ
っ
て

も
、
通
年
飼
育
す
る
場
合
は
届
出

の
対
象
と
な
り
ま
す
）

（
2
）
密
閉
構
造
の
飼
育
管
理
設

備
で
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
場
合
。

（
大
学
等
の
研
究
機
関
で
、
外
界

に
蜜
蜂
が
飛
翔
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
飼
育
す
る
場
合
）

（
3
）
主
に
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の

飼
育
法
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
自

然
巣
洞
、
重
箱
式
巣
箱
な
ど
、
反

復
利
用
可
能
な
巣
脾
（
す
ひ
）、

巣
枠
を
用
い
な
い
で
蜜
蜂
の
飼
育

を
行
い
、
蜂
蜜
・
蜜
蜂
等
の
販
売

を
し
て
い
な
い
場
合
。（
同
様
の

方
法
で
飼
育
す
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
蜂
蜜
・
蜜
蜂
等
の
販
売
を
し

て
い
る
場
合
は
届
出
の
対
象
と
な

り
ま
す
）

▼
届
出
期
間　

1
月
4
日
㊊
〜
31

日
㊐

▼
届
出
窓
口　

農
林
治
水
課
ま
た

は
、
県
尾
張
農
林
水
産
事
務
所
農

政
課

▼
届
出
内
容　

飼
育
者
の
氏
名
又

は
名
称
及
び
住
所　

1
月
1
日
現

在
の
飼
育
場
所
、
飼
育
群
数
及
び

年
間
の
飼
育
計
画
等
（
本
人
届

出
・
署
名
の
場
合
は
押
印
不
要
）　

▼
問
合
せ
先　

県
尾
張
農
林
水
産

事
務
所
農
政
課
（
☎
052
・
961
・
１

５
９
９
）

■
2
月
の
西
庁
舎
エ
コ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日

程
を
変
更
し
ま
す
！

　

毎
月
第
4
日
曜
日
、
市
役
所
西

庁
舎
に
お
い
て
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
2
月

の
第
4
日
曜
日
（
2
月
28
日
）
は

読
売
犬
山
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
伴

う
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
次
の
と
お
り
日
程
を
変
更
し

ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

3
月
6
日
㊐
午
前
9
時

〜
正
午　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
西

庁
舎　

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量

推
進
課
（
☎
44
・
0
3
4
4
）

■
蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い

る
人
は
、
毎
年

　
届
出
が
必
要
と

　
な
り
ま
し
た

　

養
蜂
振
興
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
法
改
正
前
は
、「
業
」

と
し
て
飼
育
し
て
い
る
人
の
み
が

届
出
の
対
象
で
し
た
が
、
法
改
正

後
は
、
趣
味
の
範
囲
で
飼
育
し
て

い
る
人
も
届
出
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。
蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
人

は
「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
以
下
に

該
当
す
る
場
合
は
届
出
不
要
で
す
。

▼
届
出
不
要
の
場
合　

（
1
）
農
作
物
等
の
花
粉
受
精
の

第2次犬山市地球温暖化対策実行計画における平成26年度実績について
　市は自らが事業者として地球温暖化対策に取り組むため、市の事務等で排出する温室効果ガスの削減を
目指す「第 2次犬山市地球温暖化対策実行計画」を策定し、平成30年度の温室効果ガス排出量を平成22年
度比5.2％削減することを目標としています。平成26年度の温室効果ガス排出量は約8,010t−CO 2 となり平
成22年度比11.5％削減となりました。

▼エネルギー使用量　

エネルギー区分 平成22年度
（基準年度）

平成30年度
（目標値）

平成26年度

実績値 増減値
（基準年度比）

増減率
（基準年度比）

電気 kWh 13,298,634 11,648,358 11,439,444 −1,859,190 −14.0%
プロパンガス ㎥ 115,014 109,218 105,857 −9,157 −8.0%
都市ガス ㎥ 221,705 205,670 223,200 1,495 0.7%
灯油 L 122,979 104,518 132,662 9,683 7.9%
重油 L 39,650 37,667 35,400 −4,250 −10.7%
軽油 L 18,134 17,225 15,290 −2,844 −15.7%
ガソリン L 60,831 42,578 48,055 −12,776 −21.0%
ごみ焼却量 t 18,476 18,450 18,356 −120 −0.6%

▼温室効果ガス排出量　

区　分
平成22年度

（基準年度）
［kg-CO 2 ］

平成30年度
（目標値）

［kg-CO 2 ］

平成26年度

実績値
［kg-CO 2 ］

増減値
（基準年度比）
［kg-CO 2 ］

増減率
（基準年度比）

［％］
電気 6,862,095 6,010,553 5,902,753 −959,342 −14.0%
プロパンガス 753,342 715,378 693,363 −59,978 −8.0%
都市ガス 509,922 473,041 513,360 3,439 0.7%
灯油 306,218 260,250 330,328 24,111 7.9%
重油 107,452 102,078 95,934 −11,518 −10.7%
軽油 46,786 44,441 39,448 −7,338 −15.7%
ガソリン 141,128 98,781 111,488 −29,640 −21.0%
ごみ焼却量 325,121 324,664 323,010 −2,112 −0.6%
合計 9,052,062 8,029,184 8,009,684 −1,042,378 −11.5%

■
薪
ス
ト
ー
ブ
を
適
切

に
使
用
し
ま
し
ょ
う

　

環
境
問
題
や
、
自
然
志
向
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
関
心
の
高
ま

り
か
ら
、室
内
暖
房
装
置
と
し
て
、

薪
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
薪
ス
ト
ー
ブ
は
、
環
境

に
や
さ
し
い
暖
房
器
具
で
す
が
、

正
し
く
使
わ
な
い
と
煙
や
す
す
、

臭
い
な
ど
が
発
生
し
て
、
大
気
汚

染
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
薪
ス
ト
ー
ブ
を
正
し

く
使
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮

ら
し
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

薪
ス
ト
ー
ブ
使
用
の
際
の
注
意
点（
一
例
）

①
住
宅
地
で
薪
ス
ト
ー
ブ
の
設
置

を
検
討
し
て
い
る
場
合
は
、
近
隣

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
煙

突
の
位
置
や
高
さ
な
ど
に
十
分
配

慮
し
て
く
だ
さ
い
。
②
湿
っ
た
薪

を
燃
や
す
と
、
煙
や
す
す
が
発
生

し
や
す
く
な
り
、
火
災
発
生
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
薪
は
十
分
に

乾
燥
さ
せ
て
、
一
度
に
入
れ
過
ぎ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
空
気
が
不
足
す
る
と
、
不
完
全

燃
焼
し
や
す
く
な
り
、
煙
な
ど
の

発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。
適
切
な

空
気
量
に
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

④
合
板
や
集
成
材
な
ど
、
接
着
剤

や
塗
料
が
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材

を
燃
や
す
と
、
煙
や
有
害
物
質
な

ど
が
発
生
す
る
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
紙
類
を
燃
や
す
と
す

す
が
た
く
さ
ん
出
や
す
く
な
り
ま

す
。
⑤
1
年
に
一
度
の
目
安
で
、

定
期
的
に
煙
突
掃
除
な
ど
の
保
守

点
検
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。
⑥

煙
や
臭
い
が
気
に
な
る
場
合
は
、

必
ず
販
売
店
や
設
置
業
者
な
ど
の

専
門
家
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
環
境
省
か
ら
「
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ス
ト
ー
ブ
環
境
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

〜
薪
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
環

境
に
や
さ
し
い
使
い
方
〜
」
が
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
使
用

の
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

公
園
緑
地
課
（
☎

44
・
0
3
4
5
）

◆エコステーション（資源物の回収拠点）開設
エコステーション わん丸エコステーション

と　き

1 月10日㊐ 1 月17日㊐ 1 月24日㊐ 常設

午前 9 時
〜午後 4 時

午前 9 時
〜正午

午前 9 時
〜正午

平日：午前 8 時30分〜正午
　　　午後 1 時〜 3 時30分
土曜：午前 8 時30分〜11時30分
※日曜・祝日・12/29〜 1 / 3 は休業

ところ わん丸リサイクル小屋
敷地内（上坂公園西）

南部公民館
駐車場 市役所西庁舎 犬山市都市美化センター敷地内

回収品目 新聞・雑誌・雑がみ・段ボール・布類・紙パック・アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル・プラスチック製容器包装

左記の品目に加えて空きびん（無
色・茶色・その他）、廃食用油（植物性
のみ）・小型家電 9 品目・パソコン

対　象 市内在住の人
その他 各自で資源容器に投入

◆わん丸リサイクル小屋（リサイクル品販売）開設
わん丸リサイクル小屋

と　き 1 月10日㊐ 午後 1 時〜 4 時
ところ わん丸リサイクル小屋（上坂公園西）

実施内容 家具・小物類・古本などの販売
対　　象 市内在住の人

その他 一部抽選品あり
（抽選は午後 2 時30分から）

○購入品は各自午後 4時までに搬出してください。
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お知らせINFORMATION

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

愛
知
県
道
路
公
社　

猿
投
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
事
務
所

（
☎
0
5
6
5
・
48
・
1
5
4
6　

㊏
㊐
㊗
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

■
国
有
地
売
却
の
お
知

ら
せ

　

市
内
に
所
在
す
る
次
の
国
有
財

産
を
売
却
（
予
定
）
し
ま
す
。

▼
所
在
地　

五
郎
丸
字
山
下
22
番　

外
2
筆　

▼
地
目　

田
（
現
況
地

目　

宅
地
）　

▼
面
積　

1
，

0
1
8
・
9‌

9
㎡　

▼
売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札　

▼
入
札
受
付
期

間　

2
月
3
日
㊌
〜
12
日
㊎

※
最
低
売
却
価
格
等
、
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

東
海
財
務
局　

管

財
部　

第
四
統
括
部
門
（
☎
052
・

951
・
１
７
１０

）

■
小
牧
東
イ
ン
タ
ー

　
有
料
道
路
の

　
回
数
通
行
券
の

　
払
戻
し
に
つ
い
て

　

愛
知
県
道
路
公
社
が
管
理
す
る

小
牧
東
イ
ン
タ
ー
有
料
道
路
は
、

平
成
28
年
3
月
26
日
㊏
を
も
ち
ま

し
て
料
金
徴
収
期
間
満
了
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
次
の
と
お

り
回
数
通
行
券
の
払
戻
し
を
行
い

ま
す
。

【
現
金
に
よ
る
払
戻
期
間
】

　

1
月
25
日
㊊
〜
3
月
26
日
㊏
ま

で
、
小
牧
東
イ
ン
タ
ー
有
料
道
路

料
金
事
務
所
に
て
現
金
に
よ
る
払

戻
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
直
接
料

金
事
務
所
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

小
牧
東
イ
ン
タ
ー
有
料
道
路
料
金

事
務
所
（
☎
88
・
5
0
8
4　

午

前
9
時
〜
午
後
6
時
）

【
郵
送
に
よ
る
受
付
期
間
】

　

3
月
27
日
㊐
〜
9
月
30
日
㊎
ま

で
は
、
郵
送
に
よ
る
払
戻
期
間
と

な
り
ま
す
の
で
、
猿
投
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
事
務
所
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

猿
投
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
事
務
所

（
☎
０５６５



・
48
・
１５４６



）

　

回
数
通
行
券
払
戻
申
込
書
と
未

使
用
回
数
券
を
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
申
込
書
記
載
の
振
込

先
へ
入
金
し
ま
す
。

※
回
数
通
行
券
払
戻
申
込
書
は
公

　市では、汚水（生活雑排水等）は下水道管に流し、
雨水は側溝に流す分流式による処理を行なっています
ので、雨水が下水道管に流れると、汚水と同じように
費用をかけて処理することとなります。各家庭にて、
一度雨水の排水管が誤って下水道管に接続されていな
いか確認をお願いします。
　また、汚水を流す下水道管は何でも流せるものでは
ありません。
　正しく使用しないと、下水道管がつまったり、ポン
プが停止する等、皆様に迷惑がかかります。
　ひとりひとりが注意をして、大切に使用してください。
　下水道管のつまり、破損等を防ぐために以下のものを流さないように注意してください。
●つまりの原因になるもの
ティッシュペーパー、ウェットティッシュ、紙おむつ、布、タバコ、天ぷら油、野菜くず、つまようじ、ビニール片など
●爆発の危険があるもの
ガソリン、シンナーなど
※下水道に異常があった場合は、下記に従って対応をお願いします。
　・公共汚水ますより宅内側の場合（個人で修繕する部分です）→排水設備指定工事店へ連絡してください。
　・公共汚水ますから道路側の場合（市で修繕する部分です）→市役所下水道課へ連絡してください。
▼問合せ先　下水道課排水設備担当（☎44・0337）

　市では、地域の見守り『力』を活用して、お互いが支え合える地域づくりをすすめています。そのひとつに「高齢者
見守り支援ネットワーク」があります。
　今回は、いちい信用金庫羽黒支店、尾張ヤクルト販売の取り組みを紹介します！
◆訪問先で声かけや異変がないかを確認しています。また、地域の情報を収集し活動に活かせるようにしています。

（いちい信用金庫羽黒支店）
◆�平日にあらかじめご依頼のあったお客様宅へ訪問しています。その際、商品の販売を通じて異変がないかを確認して
います。� （尾張ヤクルト販売）
　協定を締結していただける事業所は随時募集しています。お気軽にお問い合わせください。
▼問合せ先　長寿社会課（☎44・0325）

下水道を正しくお使いください！

見守り『力』アップに取り組んでいます！

　

膀
胱
は
、
骨
盤
内
に
あ
る
臓
器

で
、
腎
臓
で
集
め
ら
れ
た
老
廃
物

を
、余
分
な
水
分
と
と
も
に
蓄
え
、

尿
と
し
て
体
外
へ
放
出
す
る
準
備

を
す
る
器
官
で
す
。

●
膀
胱
に
起
こ
る
代
表
的
な
病
気

◦
膀
胱
が
ん
…
膀
胱
の
内
側
は
尿

路
上
皮
と
い
う
細
胞
で
被
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
細
胞
か
ら
生
じ
る
悪

性
腫
瘍
を
膀
胱
が
ん
と
い
い
ま

す
。
膀
胱
が
ん
は
人
口
10
万
人
あ

た
り
毎
年
6
〜
8
人
発
生
し
ま
す

が
、
年
々
若
干
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。50
歳
以
上
の
人
に
好
発
し
、

男
性
が
女
性
の
2
〜
3
倍
の
頻
度

で
発
生
し
ま
す
。
血
尿
、排
尿
痛
、

背
部
痛
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

◦
膀
胱
炎
…
尿
管
か
ら
入
り
込
ん

だ
大
腸
菌
な
ど
の
細
菌
が
膀
胱
内

で
増
殖
し
て
し
ま
い
、
膀
胱
内
の

粘
膜
が
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で

す
。
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い
た
り
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
で
免
疫
が
落
ち
て

い
た
り
す
る
と
、
細
菌
が
膀
胱
内

で
増
殖
し
て
し
ま
い
、
膀
胱
炎
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
膀
胱
炎

は
男
性
よ
り
女
性
に
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

症
状
は
、
頻
尿
や
尿
の
状
態
の

変
化
、
陰
部
周
辺
の
痛
み
、
腹
痛

や
下
腹
部
の
違
和
感
、
炎
症
に
よ

る
発
熱
や
腰
痛
、
か
ゆ
み
な
ど
多

方
面
に
わ
た
り
ま
す
。

◦
過
活
動
膀
胱
…
「
急
に
我
慢
で

き
な
い
よ
う
な
尿
意
が
起
こ
る
」

「
ト
イ
レ
が
近
い
」「
急
に
ト
イ

レ
に
行
き
た
く
な
り
、
我
慢
が
で

き
ず
尿
が
漏
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
」
な
ど
の
症
状
を
示
す
病
気

で
す
。
40
歳
以
上
の
男
女
の
8
人

に
1
人
が
、
過
活
動
膀
胱
の
症
状

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
、
最
近
の

調
査
で
わ
か
り
ま
し
た
。
実
際
の

患
者
さ
ん
の
数
は
、
8
0
0
万
人

以
上
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

泌
尿
器
系
の
病
気
の
受
診
は
、

な
か
な
か
人
に
言
い
に
く
く
、
受

診
も
お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
で

す
。
普
段
の
状
態
と
違
う
と
思
っ

た
ら
ま
ず
は
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

第
2
次
み
ん
な
で

　
　
進
め
る
健
康
プ
ラ
ン
２１
�

ち
ょ
っ
と
カ
ラ
ダ
と
向
き
合
う
時
間
〜
膀
胱
編
〜

■
健
康
な
ん
で
も
相
談

　

毎
月
、
市
民
健
康
館
に
お
い
て

無
料
か
つ
予
約
不
要
で
、
市
内
の

医
師
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
19
日
㊋
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

▼
医
師　

す
み
れ

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

兼
松
克
己　
　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
定

員　

な
し
（
当
日
先
着
順
）

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館
さ

ら
・
さ
く
ら

■
健
康
体
力
チ
ェ
ッ
ク

と
運
動
処
方

　
「
つ
ま
ず
き
や
す
く
な
っ
た
」

「
荷
物
を
持
っ
た
時
に
持
っ
て
い

ら
れ
な
い
」
な
ど
の
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
現
在
の
ご
自
身
の
体

力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
運

動
処
方
で
は
、
健
康
運
動
指
導
士

が
体
力
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を
基

に
、
効
果
的
な
運
動
の
方
法
な
ど

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
20
日
㊌
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
運
動
処
方
は
午
前

10
時
〜
11
時
45
分
）　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館
交
流
ホ
ー
ル　

▼
対

象　

ど
な
た
で
も　

▼
内
容　

体

力
測
定
（
脚
筋
力
・
握
力
測
定
、

長
座
体
前
屈
な
ど
）　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳
、

過
去
に
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
人
は
、
体
力
チ
ェ
ッ

ク
表　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康

館
さ
ら
・
さ
く
ら

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

■
禁
煙
相
談

　

毎
月
22
日
は
「
禁
煙
の
日
（
ス

ワ
ン
ス
ワ
ン
の
日
）」
で
す
。「
禁

煙
し
た
い
！
」「
で
き
れ
ば
禁
煙

し
た
い
！
」
そ
の
思
い
を
支
援
し

ま
す
！

▼
と
き　

1
月
22
日
㊎
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分
（
1
人
20
分
程

度
、
予
約
優
先
）　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

ロ
ビ
ー

▼
内
容　

呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度

測
定　

血
圧
測
定
、
禁
煙
に
対
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど　

▼
相
談
料　

無
料　

▼
申
込
み　

随
時　

▼
問

合
せ
先　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ

く
ら

※
一
酸
化
炭
素
は
タ
バ
コ
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
ど
の
く
ら
い
有
害
物
質
を
体

内
に
取
り
込
ん
で
い
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。

■
生
き
活
き
ク
ッ
ク

〜
糖
尿
病
予
防
〜

　

糖
尿
病
判
定
の
指
標
と
な
る
血

糖
値
や
H
b
A
1
c
（
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）に
つ
い
て
、

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
か
ら
高
い

状
態
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
血

管
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
糖
尿
病

性
の
網
膜
症
や
腎
症
、
神
経
障
害

と
い
っ
た
合
併
症
の
引
き
金
と
な

り
ま
す
。
合
併
症
に
な
る
前
に
手

を
打
つ
こ
と
が
大
切
で
、
対
策
と

し
て
は
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

い
か
に
行
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
糖
尿
病
食
は
健
康
食
と
も
い

わ
れ
、
糖
尿
病
で
な
い
人
に
も
良

い
食
事
と
い
え
ま
す
。
糖
尿
病
の

実
態
と
対
策
に
つ
い
て
、
調
理
実

習
を
交
え
た
教
室
で
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き　

1
月
26
日
㊋
午
前
10
時

〜
午
後
2
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
内
容　

糖
尿
病

予
防
・
改
善
の
た
め
の
調
理
実

習
、
試
食
と
講
義　

▼
対
象　

市

内
在
住
の
人　

▼
定
員　

先
着
20

人　

▼
参
加
料　

6
0
0
円

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳
、
筆
記
用

具
、エ
プ
ロ
ン
、手
拭
き
タ
オ
ル
、

三
角
巾
や
バ
ン
ダ
ナ
な
ど
頭
を
覆

う
も
の　

▼
申
込
み　

1
月
5
日

㊋
〜
19
日
㊋
に
市
民
健
康
館
さ

ら
・
さ
く
ら
へ

健 康 ーナーコ民市
▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時
▶保　健　セ　ン　タ　ー（☎61・1176）（FAX61・1769）
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○医療費の助成
　平成28年 4 月診療分から、犬山市に住民票があり健康保険に加入している中学校 3年生までの子どもの
医療費（保険診療分）の自己負担分が次の表のように変更となります。

◇平成28年 3 月31日までの医療費（保険診療分）の自己負担分
対象年齢 通　院 入　院 受給者証（受給者番号）

0 歳〜小学校 3 年生 自己負担分なし 自己負担分なし クリーム色（ 7 桁）
小学校 4 年生〜中学校 3 年生 1 割負担 自己負担分なし ピンク色（ 9 桁）高校 1 年生（16歳）〜18歳年度末 1 割負担 1 割負担

◇平成28年4月診療分からの医療費（保険診療分）の自己負担分
対象年齢 通　院 入　院 受給者証（受給者番号）

0 歳〜中学校 3 年生 自己負担分なし 自己負担分なし クリーム色（9桁）
高校1年生（16歳）〜18歳年度末 1 割負担 1 割負担 ピンク色（9桁）
※18歳年度末とは…18歳に達する日以後の最初の3月31日までの間

○受給者証の交付
　・�現在、子ども医療費受給者証を持っていて 4月以降も制度に該当する人には、 3月下旬に新しい受給
者証を郵送します。（平成28年 4 月 1 日以降、旧受給者証は有効期間内であっても使用不可能となります）

　・�現在、制度に該当する資格があってまだ交付申請のない人は、1月中に交付申請書を郵送しますので、
必要事項を記入してご返送をお願いします。

※障害者医療・母子父子家庭医療を受給している人は小学校 1年生から、精神障害者医療を受給している
人は高校 1年生（16歳）から該当の福祉医療が優先となります。
▼問合せ先　保険年金課医療担当（☎44・0328）

平成28年4月診療分から子ども医療費助成制度が中学校3年生まで全額助成となります！

子育て家庭優待事業
～『はぐみんカード』で子育てにあたたかい社会づくり～
　市では、子育て家庭を地域全体で支援するとともに、地域の商
業振興に資するため、県と協働で「子育て家庭優待事業」を実施
しています。
　この事業は、満18歳に達して最初の 3月31日までの子どもとそ
の保護者（妊娠中の人も含む）が、東海 3県の協賛店舗や施設でカー
ドを提示することにより、割引サービスや特典等が受けられるも
のです。カードは子ども一人につき一枚です。カードを破損また
は紛失した場合は、カード配布場所にて再発行します。
　なお、市ではこの事業に協賛いただける店舗や施設を募集して
います。協賛店は「はぐみん優待ショップ」として、子育て家庭
を応援するあたたかい店舗であることをPRでき、市や県のホーム
ページで紹介しています。
　詳しい事業内容及び協賛店舗については、市または県ホームペー
ジを見てください。
▼『はぐみんカード』配布場所
　・子ども未来課　　　・市内各児童館・児童センター
　・子ども未来センター（保健センター内）
※カードの有効期限：満18歳に達して最初の 3月31日まで
▼協賛申込み・問合せ先
　子ども未来課　育成担当（☎44・0323）

新春カルタ取り大会
　犬山市子供会育成連絡協議会では、市内の子どもたち
を対象にカルタ取り大会を開催します。百人一首やカル
タ取り、すごろくなど、昔ながらのあそびで新春のひと
時をゆったりと楽しめる会です。ぜんざいを食べること
もできます。皆さんぜひ参加してください。
▼と　き　 1月23日㊏午後 1時〜 3時
▼ところ　南部公民館 2階和室
▼対　象　市内在住の児童とその保護者
▼定　員　先着100人　　▼参加料　無料
▼申込み　�1 月 4 日㊊〜15日㊎までに子ども未来課育成

担当（☎44・0323）へ

児童館・児童センター本のリサイクル
　 1月より　本のリサイクル始めます
　市内の児童館・児童センターの図書室では、現在、図
書の貸し出しを行っています。今後「本のリサイクル」
を始めますので、本好きの子どもたちは、足を運んでく
ださい。マイブックが増えるチャンスです。
　市民の皆さんの自宅で、読まなくなった子ども向けの
本があったり、本が眠っていませんか？子どものために
活用できるよう、児童館・児童センターにお持ちくださ
い。提供していただいた本は、子どもたちにリサイクル
します。
▼リサイクルできる日　毎週土曜日
▼持ち物　本を入れる袋
※本をお持ちしていただくのは、児童館・児童センター
の開館日のいつでも結構です。
▼問合せ先　子ども未来課（☎44・0322）

子ども医療費助成（払い戻し）の
申請は出張所でもできます。
▼対象　小学 4年生から18歳年度末まで
※18歳年度末とは…18歳に達する日以後の最初の 3月31日までのお
子さま
▼申請　上記対象者の医療費について、医療機関等の窓口で子ども
医療費受給者証を使用せず支払った自己負担額の払い戻しは、市役
所または出張所にて申請が必要です。（領収書は最大 5年間有効）
　必要書類等、詳細は保険年金課医療担当（☎44・0328）まで問い
合わせてください。

犬山市子育て情報
子育て講座「0・1・2歳児を持つ親の勉強部屋」第4期　受講生募集

犬山市子育て情報

　専門の講師から、子どもの心身の発達、親子のかかわりなどの子育て方法を学びましょう。子育てに役立つ話や運動
あそび、おもちゃ作りなどバラエティに富んだ内容で開催します。第4期は、1歳児・2歳児を持つ保護者が対象です（託
児有り）
▼ところ　市民健康館
▼対象と定員　 1 歳児・ 2歳児（平成24年 4 月 2 日生〜）とその親、祖父母等20組。
　　　　　　　母親、父親、祖父母のみの参加でも可。
▼学習時間　午前10時〜11時30分（受付は 9時45分まで）
▼受講料　1,000円（初回講座日に集金します）
▼持ち物　水筒、着替え一式（必ず記名）
▼託児　生後 6か月以上児。 6か月未満児は、講義室において保護者の人と一緒に過ごします。
▼申込み　 1 月 4 日㊊〜 9日㊏までに電話で市民健康館さら・さくらつどいの広場（☎63・3817）へ
※より多くの人に受講していただくために、今年度未受講の人を優先し、受付を行いますのでご理解ください。
※第 2回・第 5回の講座は、親子での参加になります。（第 4回の講座は10人ずつ 2日間に分けて行います）
※都合により講師に変更がある場合があります。

〈とき・内容・講師〉
回 と　き 講座名 講師（敬称略） 託　児

1 1 月27日㊌ 子どもの力を育てるほめ方・叱り方

NPO法人あっとわん代表理事
社会福祉士・子ども発達支援士
強みカウンセリング
河野弓子

ぞうさん
クラブ

2 2 月 4 日㊍
親子で楽しくリトミック
〜音感とリズム感を育てよう〜
にこにこ親子ふれあいあそび

髙木ピアノ教室
髙木雅子

3 2 月10日㊌ 調理実習（幼児食）
野菜たっぷり！栄養たっぷり！お弁当

保健センター管理栄養士
岩見恵美子

ぞうさん
クラブ

4 2 月16日㊋
　　19日㊎

木のオモチャ作り
〜手作りだから伝わるぬくもり〜 一瀬謙二 ぞうさん

クラブ

5 2 月25日㊍ えいごであそぼABC J-SHINE小学校英語指導者
二橋博代

1月の【子育て支援事業】 各施設で子育て支援事業を実施しています。ぜひご
参加ください。（日程は変更されることもあります）

児童館・児童センター　▼問合せ先　犬山南児童センター（☎62・4477）
事業名 対象 とき ところ 内容 1 月の行事

子育て広場
「ぽんぽこ」

未就園の乳幼児
（ 0 歳から）と保護者

毎週㊊〜㊎
10：00〜15：00

㊗は除く

市内 7 か所児童館・
児童センター

体操・手遊び
ふれあい遊び
正月遊び

おたのしみ会
（日程は各児童館児童センターに

お問い合わせてください）

パパも遊ぼう 未就園の乳幼児と父親
（家族も大歓迎）

1 月23日㊏
10：30〜11：30 東児童センター ふれあい遊び

正月遊び
※各児童館・児童センターでも
自由に遊んでいただけます。

子育て支援センター　▼問合せ先　さらさくらつどいの広場（☎63・3817）
事業名 対象 とき ところ 内　容

にこにこタイム 未就園の多胎児と保護者 1 月13日㊌
10：30〜11：30

市民健康館
さら・さくら

交流・情報交換

さくらっこ
　　　ひよこ

6 か月〜 1 歳未満の
お子さんと保護者

1月15日㊎
10：30〜11：30

歌・体操・ふれあい遊び・お話
歯磨き講座

さくらっこ
　　　あひる

1 歳〜 1 歳 6 か月の
お子さんと保護者

1月29日㊎
10：30〜11：30 歌・体操・ふれあい遊び・お話

わくわくっこ
カンガルー

2 歳 7 か月〜就園前の
お子さんと保護者

1 月21日㊍
10：30〜11：30

絵本（英語・日本語）歌って踊ろ
う・ピアノの曲・手遊び

【相談事業】

子育て
毎日（㊐・㊗除く）　　　 9 ：00〜17：00　さら・さくらつどいの広場� （☎63・3817）
毎日（㊏・㊐・㊗除く） 9 ：00〜17：00　犬山市子育て支援センター� （☎61・7533）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城東第 2 子育て支援センター� （☎62・5677）

家庭児童 毎日（㊐・㊗除く）（ 1 月 2 日は休み）　 9 ：00〜16：00　家庭児童相談室� （☎62・4300）

利用者支援 毎日（㊏・㊐・㊗除く） 8 ：30〜17：00　子ども未来課� （☎44・0324）
※子育ての情報を提供し、相談・援助などをおこないます。
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井
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年
1
5
0
0
m　

森
太
一

〈
個
人
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水
泳
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自
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形　
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萌
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1
0
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m
平
泳
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山
田
萌
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陸
上　

3
年
1
0
0
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森
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衣1
0
0
m
ハ
ー
ド
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椎
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4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー　

森
土
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衣
、
小
川
愛
理
、
椎
野
伊
吹
、
落

合
優
奈

●
平
成
27
年
度
中
学
校
総
合
体
育

大
会
東
海
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会
出
場

○
南
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学
校
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個
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男
子
〉
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萌
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0
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レ
ー　

稲
垣
茉

織
、
本
庄
伽
名
、
福
岡
茉
桜
、
大

島
沙
弥

卓
球　

藤
原
涼

○
南
部
中
学
校

〈
団
体
〉

駅
伝
男
子　

市
原
利
希
也
、
吉
野

右
恭
、
門
脇
慎
吾
、
サ
ル
セ
ド　

マ
ル
セ
ロ
、
岡
屋
知
希
、
松
岡
巧

真駅
伝
女
子　

櫻
井
裕
凜
、
木
島

菜
々
子
、兼
松
未
侑
、梅
田
日
和
、

櫻
井
茉
凜

〈
個
人
男
子
〉

水
泳
50
m
自
由
形　

長
谷
川
創
星

陸
上
砲
丸
投
げ　

髙
橋
慎
吾
（
3

位
）

陸
上
3
，
0
0
0
m　

市
原
利
希

也〈
個
人
女
子
〉

陸
上
1
，
5
0
0
m　

櫻
井
裕
凜

8
0
0
m　

梅
田
日
和

1
年
8
0
0
m　

兼
松
美
侑

○
東
部
中
学
校

〈
団
体
〉

軟
式
野
球

駅
伝
男
子　

森
太
一
、
長
賀
部
祐

貴
、
森
田
力
也
、
齊
木
英
貴
、
粟

国
春
翔
、
柏
子
見
真
也

〈
個
人
男
子
〉

剣
道　

澤
野
隼
大

陸
上
2
年
1
0
0
m　

武
藤
豪
志

レ
ー　

藤
原
麻
衣
、
林
韵
華
、
金

井
な
つ
み
、
宮
崎
夏
帆

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル
ス　

岡

本
葵

卓
球　

水
野
碧

○
城
東
中
学
校

〈
団
体
〉

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

駅
伝
女
子　

山
下
な
ぎ
さ
、
和
田

莉
奈
、
柴
田
結
衣
、
遠
藤
朱
莉
、

今
井
茉
奈

〈
個
人
男
子
〉

陸
上
1
0
0
m　

青
木
拓
也

水
泳
1
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ　

深

町
玲
樹

1
0
0
m
平
泳
ぎ　

堀
本
凜
太
郎

2
0
0
m
平
泳
ぎ　

堀
本
凜
太
郎

2
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー　

大
野

司
4
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー　

大
野

司
4
0
0
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

永

柄
晃
生
、
堀
本
凛
太
郎
、
深
町
玲

樹
、
大
野

司

4
0
0
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

赤

堀
剛
、
大
野

司
、
松
浦
唯
人
、

渡
辺
達
也

〈
個
人
女
子
〉

陸
上
8
0
0
m　

山
下
な
ぎ
さ

低
学
年
4
0
0
m
リ
レ
ー　

千
賀

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

駅
伝
男
子　

北
口
暁
士
、
鵜
飼
一

颯
、
金
井
辰
也
、
川
崎
裕
太
、
高

瀬
雅
公
、
永
井
健
翔

駅
伝
女
子　

鈴
木
菜
月
、岡
本
葵
、

松
田
紗
季
、
板
津
ゆ
う
、
山
田
知

佳〈
個
人
男
子
〉

水
泳
50
m
自
由
形　

川
治
大
輝

陸
上
2
年
1
，
5
0
0
m　

鵜
飼

一
颯

3
年
1
，
5
0
0
m　

北
口
暁
士

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル
ス　

稲

垣
拓
希

〈
個
人
女
子
〉

水
泳
1
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ　

伊

藤
彩
香

2
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ　

伊
藤
彩

香4
0
0
m
リ
レ
ー　

佐
藤
彩
香
、

尾
関
可
純
、
大
島
理
紗
子
、
山
田

知
佳

50
m
自
由
形　

大
島
理
紗
子
（
8

位
）

1
0
0
m
平
泳
ぎ　

大
島
理
紗
子

1
0
0
m
自
由
形　

山
田
知
佳

4
0
0
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

後
藤
彩
月
、
伊
藤
彩
香
、
大
島
理

紗
子
、
山
田
知
佳

陸
上
4
×
1
0
0
m
低
学
年
リ

　

夏
休
み
前
か
ら
秋
に
か
け
て
開

催
さ
れ
る
大
会
に
、
各
中
学
校
よ

り
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

●
平
成
27
年
度
中
学
校
総
合
体
育

大
会
尾
北
支
所
大
会

○
犬
山
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子　

優
勝

（
西
尾
張
大
会
へ
）

○
城
東
中
学
校

卓
球
女
子　

優
勝

（
西
尾
張
大
会
へ
）

水
泳
男
子　

優
勝

（
西
尾
張
大
会
へ
）

○
東
部
中
学
校

軟
式
野
球　

優
勝

（
西
尾
張
大
会
へ
）

●
平
成
27
年
度
中
学
校
総
合
体
育

大
会
西
尾
張
大
会

○
犬
山
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子　

優
勝

（
県
大
会
へ
）

●
平
成
27
年
度
中
学
校
総
合
体
育

大
会
愛
知
県
大
会
出
場

○
犬
山
中
学
校

〈
団
体
〉

卓
球
男
子 平

成
27
年
度
中
学
校
総
合
体
育
大
会
結
果

●

●

コンビニにAED設置
▼5社と協定
　市内の24時間営業のコンビニエンススト
アに自動体外式除細動器（AED）を設置す
る協定の締結式が、11月24日、市役所で行
われました。
　設置されるのは、サークルKサンクス、
セブン・イレブン・ジャパン、ファミリー
マート、ローソン、ココストアの計28店舗
です。

戦時中の食事を体験
▼市内全小・中学校
　犬山市では、戦後70周年を契機として、
11月18日から20日の間に、市内の全小・中
学校の給食で「戦時中の食事」を提供しま
した。
　メニューは、「大根菜飯、すいとん汁、ふ
かし芋、おからの煮物」。いつもと違う雰囲
気の給食を味わいながら、戦争を知らない
子どもたちが、戦争の悲惨さと平和の尊さ
を学んでいきます。

歌の慰問16年、知事感謝状

▲南笠屋の奥村さん
　犬山にまつわる歌などの慰問を16年間も続けている南笠屋
の奥村鋭男さんが会長を務める「犬山春日会」が知事から感
謝状を贈られました。
　演歌歌手の故春日八郎さんと交流があり、作詞した「木曽
の舟唄」や「城下町の女」に春日さんが曲を付け、以来、施
設で歌い続けています。

現代の名工
▲からくり人形の修復や製作
　ものづくりの分野で卓越した技能を持つ
人を表彰する厚生労働省の「現代の名工」に、
玉屋庄兵衛（高科庄次）さんが選ばれ、11
月11日、山田市長へ表敬訪問しました。
　玉屋庄兵衛さんは、茶運び人形などの座
敷からくりや犬山祭のからくり人形などの
製作や修理を手掛けています。

笑 がどまつり大賞（内閣
総理大臣賞）を受賞
▲市長を表敬訪問
　第17回にっぽんど真ん中祭りで、「どまつ
り大賞（内閣総理大臣賞）」（ 1位）を受賞
した笑 （代表　古内雅人さん、副代表　中
西舞さん）が11月 5 日、山田市長へ表敬訪
問しました。
　今年は207チームが参加し、笑 は 3 年ぶ
りに 5回目の大賞を受賞。全参加チームの
中では最多となります。

1819 広報いぬやま　H28・1・1号 広報いぬやま　H28・1・1号



新着紹介
（一部）

図書館だより図書館だより

　

毎
日
、
何
気
な
く
歩
き
、
使
っ

て
い
る
「
道
路
」
は
、
古
来
、
人

を
運
び
、
物
資
を
運
び
、
文
化
を

も
運
ん
で
き
た
。
道
路
と
は
何
か
、

ど
の
よ
う
な
役
割
が
あ
る
か
、
道

路
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
日
本
の

歴
史
を
再
認
識
す
る
。

　

人
生
の
岐
路
に
立
ち
選
択
を
迫

ら
れ
た
18
歳
た
ち
。
愛
知
、岐
阜
、

三
重
に
住
む
18
歳
に
取
材
し
、
そ

の
素
顔
を
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
と

と
も
に
紹
介
す
る
。『
朝
日
新
聞
』

名
古
屋
本
社
版
連
載
を
再
編
集

し
、
朝
井
リ
ョ
ウ
の
エ
ッ
セ
イ
を

加
え
る
。

　

ず
っ
と
憧
れ
て
い
た
放
送
委
員

に
な
っ
た
、
小
学
4
年
生
の
か
え

で
。
一
緒
に
番
組
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
う
へ
い
は
、
ち
び

で
、
お
し
ゃ
べ
り
で
、
お
っ
ち
ょ

こ
ち
ょ
い
で
、
お
ま
け
に
ジ
コ

チ
ュ
ウ
。
放
送
を
邪
魔
さ
れ
て
、

落
ち
込
む
け
れ
ど
…
。

　

赤
鬼
の
オ
ニ
ガ
ワ
ラ
・
ケ
ン

は
、
地
獄
カ
ン
パ
ニ
ー
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
。
毎
日
、
ス
ー
ツ
で
び

し
っ
と
決
め
て
、
満
員
バ
ス
で
出

勤
し
ま
す
。
今
日
の
仕
事
は
、
血

の
池
地
獄
の
監
視
。
真
っ
赤
な
血

の
池
に
浮
か
ん
で
い
る
、
亡
者
た

ち
の
見
張
り
に
つ
き
ま
し
た
が
…
。

●�図書館では家庭で不要になった本を随時受け付けてい
ます。ただし、百科事典・全集・雑誌・ビデオは受け
付けできません。

【一般書】
『検査結果なんでも早わかり事典』
小橋隆一郎
『季節のフラワーリース基礎レッスン』

橋口学
『闘う君の唄を』� 中山七里
『帰蝶』� 諸田玲子
『ふなふな船橋』� 吉本ばなな
『世界地図が語る12の歴史物語』

ジェリー・ブロトン
『いまからスタート　マイナンバー制度が
だれでもわかるQ＆A・チェックリスト』

渡邉雅之
『だまし犯罪百科』� 間川清
『動物翻訳家』� 片野ゆか
『脳が若返る！　楽しいゆび編み』

篠原くにこ
『「ストウブ」で和食を！』� 今泉久美
『煎茶百楽』� 嶋田静坡
�

【児童書（読み物）】
（小学校中・高学年）
『ナイトサファリのサバイバル

生き残り作戦2』
『真田十勇士1』
『ロビンソン・クルーソー』
『少女ポリアンナ』
�

【児童書（絵本）】（幼児向け）
『ケーキやけました』
『金のおさら』
『女王さまのぼうし』
『もうぬげない』
『たからものみつけた！』
『つきよのふたり』

●『日本の道路がわかる事典』（浅井建爾著）

●『18きっぷ』（朝井リョウ著）

●『お昼の放送の時間です』

●『オニのサラリーマン』

●
図
書
館
ま
め
知
識

『
1
月
23
日
㊏
講
演
予
定
の
富
安
陽
子
さ
ん
を
紹
介
』

　

や
ま
ん
ば
や
妖
怪
な
ど
が
登
場
す
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
が
人
気
の
児
童
文
学

作
家
で
す
。
1
9
5
9
年
東
京
都
生
ま
れ
。『
ク
ヌ
ギ
林
の
ザ
ワ
ザ
ワ
荘
』
で
日
本

児
童
文
学
者
協
会
新
人
賞
、『
空
へ
つ
づ
く
神
話
』
で
産
経
児
童
出
版
文
化
賞
な
ど
、

多
く
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。『
シ
ノ
ダ
！
』、『
小
さ
な
ス
ズ
ナ
姫
』、『
ム
ジ

ナ
探
偵
局
』
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
作
品
も
高
い
人
気
を
得
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
も
多

数
の
著
作
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

1
月
5
日
㊋
10
時
よ
り
講
演
会
の
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
す
（
電
話
申
込
可
）。

読
み
聞
か
せ
に
関
心
の
あ
る
方
、
子
育
て
中
の
方
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
な
ど
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
今
月
の
一
冊

『
だ
か
ら
、
あ
な
た
も
生
き
ぬ
い
て
』�

（
大
平
光
代
著
）

　

い
じ
め
と
友
達
の
裏
切
り
か
ら
自
殺
未
遂
を
し
た
作
者
は
、
自
暴
自
棄
か
ら
暴
力

団
の
組
長
の
妻
に
な
り
刺
青
ま
で
す
る
。
そ
ん
な
彼
女
が
、”
お
っ
ち
ゃ
ん
”
と
の

再
会
か
ら
立
ち
直
り
の
転
機
を
つ
か
み
、
司
法
試
験
に
合
格
す
る
。

　

そ
し
て
、
非
行
少
年
の
更
生
を
支
援
す
る
弁
護
士
と
し
て
こ
う
訴
え
る
。「
現
在

の
苦
し
み
や
悲
し
み
は
永
遠
の
も
の
で
は
な
く
、
い
つ
か
は
き
っ
と
解
決
す
る
。
そ

れ
を
背
負
っ
て
い
る
貴
方
を
支
援
す
る
多
く
の
人
が
い
る
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
も
生

き
ぬ
い
て
」
と
。

　

い
じ
め
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
に
責
務
を
感
ず
る
一
冊
。

（
図
書
館
読
書
会
「
藍
の
会
」）

●
図
書
館
で
は
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

百
科
事
典
・
全
集
・
雑
誌
・
ビ
デ
オ
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

イケメン 土 屋 慎 吾各種相談コーナー（無料）
内　容 と　　き ところ

市 民 毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8 時30分〜午後 5 時

市役所 1 階　市民相談室
下記時間帯は手話通訳が利用できます
㊌㊎午前 8 時30分〜午後 4 時

行 政 1 月22日㊎　午前10時〜午後 3 時 市役所 1 階　市民相談室

登 記 1 月13日㊌　午後 1 時〜 3 時 市役所 1 階　相談室

不 動 産 取 引 1 月19日㊋　午後 1 時〜 4 時 市役所 1 階　相談室

行 政 書 士 1 月27日㊌　午後 1 時30分〜 3 時30分 市役所 1 階　相談室

弁 護 士 に よ る 法 律
（要予約）

2 月 4 日㊍
※ 1 月 7 日㊍午後 1 時から社会福祉協議会で
　予約受付先着 9 人（電話受付のみ）

福祉会館相談室（☎62・2508）
　　　　　　　　（☎61・2563）

心 配 ご と 1 月 7 日㊍・21日㊍午前10時〜午後 3 時 福祉会館相談室（☎61・4613）

結 婚 毎週土曜日　毎月第 2 水曜日（ 1 月 2 日は休み）
午前 9 時〜正午（受付11時30分まで） 福祉会館相談室（☎62・6299）

ボ ラ ン テ ィ ア 毎週月曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3 時 福祉会館相談室（☎62・6299）

身 体 障 害 者 1 月 6 日㊌　午前10時〜午後 3 時 福祉会館相談室（☎61・4613）

知 的 障 害 者 1 月18日㊊　午前10時〜午後 3 時 福祉会館相談室（☎61・4613）

発 達 支 援
（要予約）

1 月14日㊍・25日㊊　午前 9 時30分〜正午
※18歳まで 保健センター（☎61・1776）

ポ ル ト ガ ル 語
ス ペ イ ン 語
外 国 人

毎週金曜日　午後 1 時〜 4 時30分 市役所 1 階　相談室

英語・中国語・タガログ語
外 国 人 1 月 5 日㊋　午後 1 時〜 4 時30分 市役所 1 階　相談室

人 権 1 月20日㊌　午後 1 時〜 4 時 南部公民館会議室 3

青少年の非行・いじめ 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9 時〜午後 5 時 市役所 3 階社会教育課青少年センター
（☎44・0353）

児 童 生 徒 の
不 登 校 相 談 室 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9 時〜午後 3 時 福祉会館内適応指導教室「ゆう・ゆう」

（☎63・0502）

児 童 虐 待 に 関 す る
情 報 提 供

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8 時30分〜午後 5 時15分

子ども未来課（☎44・0322）
※電話（☎61・6288）は24時間対応です

ひ と り 親 自 立 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9 時〜午後 4 時 子ども未来課（☎44・0323）

建築士による住宅相談
（要予約） 予約により決定㊏・㊐・㊗と年末年始は除く 相談者宅など（予約により決定）

予約先：都市計画建築課（電話可☎44・0331）

弁 護 士 に よ る
消 費 生 活 法 律 1 月26日㊋　午後 1 時〜 4 時 市役所 1 階　相談室

※予約は商工企業振興課（☎44・0340）

消 費 生 活 毎週月・木曜日（㊗除く）午後 1 時〜 5 時 市役所 1 階　相談室

労 働 1 月20日㊌　午後 1 時〜 4 時 市役所 1 階　相談室
※予約は商工企業振興課（☎44・0340）

内 職 毎週火曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3 時 福祉会館相談室（☎61・4613）

住 宅 改 善（ 要 予 約 ） 1 月14日㊍・28日㊍午前10時〜午後 4 時
※虚弱な高齢者と身体障害者が対象

相談者宅
※社会福祉協議会（福祉会館 2 階）で予約受付
（☎63・2918）

年 金
毎週火・金曜日（㊗除く）
午前 9 時30分〜午後 4 時30分
（正午〜午後 1 時休憩、　最終受付 4 時）

市役所 2 階　相談室（保険年金課年金担当で受付）
※�当日先着12人。年金額、加入期間の確認は不可。
※�共済年金加入期間に関することについては相談

や確認ができないことがあります。

一宮年金事務所による
年 金 出 張 相 談

1 月28日㊍　午前10時〜午後 3 時
（正午〜午後 1 時休憩） 市保険年金課年金担当で受付　※当日先着12人

オ ー プ ン 議 長 室
（議会の市政相談）

毎日（㊏・㊐・㊗と議会会期中は除く）
※要予約

市役所 6 階　議長室
※予約受付は議事課（☎44・0307）

キ
ャ
ー

イ
ケ
メ
ン

ゴ
リ
ラ
く
ん

こ
っ
ち
向
い

て
！

す
ご
く

か
っ
こ
よ
く

撮
れ
た
わ

妬や

い
て
る
の

ご
め
ん
ね

ど
う
せ

俺
は
…

フ
ン
！

い
い
じ
ゃ
ん
。

今
年
の
干
支
な
ん
だ
か
ら

猿
顔
だ
け
ど

い
ま
い
ち
だ
よ
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犬
山
警
察
署
だ
よ
り

●�

2
0
1
6
犬
山
市
老
連
写
真
部

ク
ラ
ブ
撮
影
会
の
新
春
展
示
会

▼
と
き　

1
月
4
日
㊊
〜
18
日
㊊

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
日

は
午
後
3
時
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー　

▼
問
合
せ

先　

大
島
（
☎
67
・
0
0
88

）

●
第
6
回
小
西
武
新
春
絵
画
展

▼
と
き　

1
月
6
日
㊌
〜
11
日
㊗

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
最

終
日
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

南
部
公
民
館
1
階
展

示
室
1　

▼
問
合
せ
先　

小
西

（
☎
62
・
1
799


）

●
昭
和
横
丁
年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト

①
第
1
回
年
越
し
そ
ば
振
る
舞
い　

12
月
31
日
㊍
午
後
6
時
か
ら
限
定

2
0
0
食
。
②
第
4
回
昭
和
横
丁

ふ
る
ま
い
も
ち
つ
き
祭
り　

1
月

1
日
㊗
午
前
10
時
か
ら
ど
ん
で
ん

館
広
場
で
。
③
雅
楽
の
演
奏　

1

月
1
日
㊗
午
前
10
時
30
分
か
ら
。

昭
和
横
丁
ご
縁
家
所
属
歌
手

「
K
I
T
A
坊
主
」
さ
ん
予
定
。

犬
山
甲
冑
製
作
同
好
会
も
参
加
予

定
。

▼
問
合
せ
先　

青
木
（
☎
090
・
９

２２６


・
5
3
2
5
）

●
新
春
展

▼
と
き　

1
月
14
日
㊍
〜
17
日
㊐

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
初
日
は

午
前
11
時
30
分
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
4
時
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

南
部
公
民
館　

1
階
展
示
室
2
・

3
、
2
階
第
1
・
2
会
議
室

▼
内
容　

日
本
画
、
洋
画
、
書
、

写
真
、
工
芸　

▼
問
合
せ
先　

松

岡
（
☎
090
・
3
8
3
3
・
９
３
５

５
）

●�
第
11
回
犬
山
市
民
合
唱
祭
出
演

団
体
募
集

▼
と
き　

3
月
6
日
㊐
午
後
1
時

開
演　

▼
と
こ
ろ　

南
部
公
民
館

講
堂　

▼
内
容　

合
唱
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル　

▼
参
加
資
格　

市
内
に

活
動
拠
点
を
置
き
、
コ
ー
ラ
ス
を

日
常
的
に
行
っ
て
い
る
団
体
ま
た

は
グ
ル
ー
プ　

▼
参
加
料　

3
，

0
0
0
円　

▼
演
奏
時
間　

入
退

場
を
含
め
て
15
分
以
内　

▼
申
込

み　

1
月
19
日
㊋
ま
で
に
文
化
会

館
備
え
置
き
の
申
込
書
に
所
定
事

項
を
記
入
し
て
、
同
会
館
気
付
、

犬
山
音
楽
文
化
協
会
事
務
局
（
☎

61
・
5
8
0
7
）
へ

◇　
　

◇　
　

◇

2
月
15
日
号
の
締
め
切
り
は
1
月

4
日
㊊
。
3
月
1
日
号
の
締
め
切

り
は
1
月
20
日
㊌
。

市内街頭犯罪発生状況
11月 平成27年中

刑法犯罪数
（昨年同期）

50件
（49件）

515件
（604件）

住宅対象侵入盗
（昨年同期）

1 件
（ 7 件）

31件
（70件）

車上狙い
（昨年同期）

1 件
（ 0 件）

18件
（37件）

自転車盗
（昨年同期）

12件
（ 2 件）

107件
（100件）

市内交通事故発生状況
11月 平成27年中

人身事故件数
（昨年同期）

28件
（22件）

281件
（272件）

死者数
（昨年同期）

0 人
（ 0 人）

3 人
（ 1 人）

負傷者数
（昨年同期）

38人
（28人）

360人
（338人）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安
全
な
犬
山
市
の
確
立

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
28
年

の
輝
か
し
い
新
年
を
、
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
確
立
を

目
指
し
て
署
員
一
丸
と
な
っ
て
治

安
確
保
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
皆
様
に
は
、
各
地
域
で
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
安
全
行
事

な
ど
警
察
活
動
各
般
に
わ
た
り
、

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を

賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

刑
法
犯
認
知
総
数
は
、
一
昨
年

よ
り
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
の
、
住
宅
侵
入
盗
や
振
り
込

め
詐
欺
な
ど
の
被
害
も
根
絶
に
至

ら
ず
、
ま
た
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
や

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
な
ど
が
盗
ま

れ
る
被
害
、
さ
ら
に
は
自
動
車
そ

の
も
の
が
盗
ま
れ
る
自
動
車
盗
被

害
が
多
く
発
生
し
、
盗
難
被
害
に

あ
っ
た
自
転
車
な
ど
の
無
施
錠
率

も
高
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
残
念

な
が
ら
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
実
現
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
引
き
続
き

交
差
点
、
横
断
歩
道
、
高
齢
者
と

歩
行
者
の
安
全
、
自
転
車
を
含
む

二
輪
車
、
速
度
抑
制
等
を
重
点
と

し
た
指
導
取
締
ま
り
を
推
進
し
事

故
ゼ
ロ
の
実
現
と
継
続
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安
全
な
犬
山
市
の
確
立
を
目
指
し

て
、
署
員
一
同
新
た
な
気
持
ち
で

職
務
に
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、

本
年
5
月
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

関
連
対
策
も
合
わ
せ
て
、
皆
様
の

ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
と

と
も
に
、
昨
年
に
も
増
し
て
皆
様

ご
自
身
の
安
全
意
識
と
安
全
行
動

の
高
揚
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
市
内
の
11
月
中
の
犯
罪
発
生
総

数
は
50
件
（
昨
年
49
件
）
で
す
。

空
き
巣
被
害
が
楽
田
学
区
で
1
件

発
生
し
ま
し
た
。
車
上
狙
い
被
害

が
城
東
学
区
で
1
件
発
生
し
ま
し

た
。
自
転
車
盗
被
害
が
楽
田
学
区

で
6
件
、
羽
黒
学
区
で
3
件
、
犬

山
北
・
城
東
・
犬
山
西
学
区
で
そ

れ
ぞ
れ
1
件
発
生
し
ま
し
た
。

事
件
・
事
故
　
緊
急
事
案
は

　
1
1
0
番

〜
警
察
の　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

＃
9
1
1
0
〜

　

1
1
0
番
は
緊
急
通
報
の
た
め

の
専
用
電
話
で
す
。
緊
急
性
の
な

い
相
談
な
ど
は
、
警
察
相
談
専
用

電
話
「
＃
9
1
1
0
」
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ア
ナ
ロ
グ
回
線
で

は
（
☎
052
・
953
・
9
1
1
0
）
へ

▼
問
合
せ
先　

犬
山
警
察
署
（
☎

61
・
0
1
1
0
）

▼
愛
知
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.pref.aichi.jp/police

くら 

　　　　　　　 高 齢 者 の 総 合 相 談 　　　　　　　
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（☎44・0325）

受付時間：午前9時〜午後5時（㊏㊐㊗を除く）

■休日・平日時間外の水道緊急時
連絡先　白山浄水場（☎61・1260）

■休日（昼間）診療
犬山市休日急病診療所（国道41号五郎丸交差点東へ300m）
内科・外科（☎62・8100）
受付時間：午前 8時30分〜11時30分（診療は午前 9時から）
　　　　　午後 1時30分〜 4時15分（診療は午後 2時から）

■救急医療の案内
○救急医療情報センター（☎81・1133）
　　24時間365日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。
○救急医療情報システム
　　http://www.qq.pref.aichi.jp/（ 5 か国語対応）
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。
○小児救急電話相談（☎＃8000か、☎052・962・9900）
　　夜間に医療相談が受けられます。
　　★受付時間／午後 7時〜翌朝 8時までの毎日

■休日（夜間）診療
受付時間：午後 5 時〜 8 時

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）

■休日歯科診療
電話受付時間：午前 9 時30分〜11時30分

と  き 病・医院名 電　話

1 月10日㊐ わだち歯科クリニック
（扶桑・高木白山前） 0587・93・6777

1 月11日㊗ ごろうまる歯科� （五郎丸） 62・0101

と  き 病・医院名 電　話

12月31日㊍
岡部医院� （内田）
山本皮フ科クリニック� （高見町）

62・7121
62・6855

1 月 1 日㊗
黒川すこやかクリニック� （下大本町）
ふなびきクリニック� （前原）

61・0083
62・8811

1 月 2 日㊏
いたつ内科クリニック� （本郷）
竹内整形外科クリニック� （専正寺町）

67・6333
61・7311

1 月 3 日㊐
宮田医院� （稲葉）
さとし眼科クリニック� （成海南）

67・5566
68・3104

1 月10日㊐
黒川すこやかクリニック� （下大本町）
こばやし耳鼻咽喉科� （東松本町）

61・0083
61・3154

1 月11日㊗
いたつ内科クリニック� （本郷）
竹内皮膚科クリニック� （丸山）

67・6333
62・7511

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記

■年末年始の急な歯痛は！
診療時間：午前 9 時〜正午

と  き 病・医院名 電　話

12月30日㊌
石原歯科医院� （羽黒三反田） 67・0909
きなな歯科� （扶桑・高雄南郷） 0587・22・7599

12月31日㊍ 山田歯科医院� （長者町二丁目） 67・9662
1 月 1 日㊗ 木下歯科� （扶桑・高雄伊勢帰） 0587・93・8161
1 月 2 日㊏ いぬやま歯科医院� （松本町三丁目） 61・7515
1 月 3 日㊐ はまじま歯科医院� （扶桑・旭） 0587・93・8448

平成28年度岐阜基地モニター募集
　岐阜基地では自衛隊の活動を周辺住民の人に理解していただくため基地モニターを募集します。
▼内容　・基地広報行事等（盆踊り、航空機体験搭乗、航空祭、基地見学等）への参加
　　　　・基地モニター会議（年 2回）への出席およびアンケート調査協力　
　　　　・航空自衛隊、岐阜基地の諸施策等に対する意見、要望等の提出
▼定員　10人（男女各 5人）（選考により）
▼対象　�各務原市、岐阜市、犬山市、江南市、笠松町、岐南町、扶桑町、大口町に在住の20歳以上で、航

空自衛隊および防衛問題に関心があり、建設的な意見等をお持ちで、岐阜基地等で行われる各行
事に平日参加できる人を募集します。ただし、次に該当する人を除きます。

　　　・国会議員および県、市および町議会の議員
　　　・常勤の国家公務員および地方公務員
　　　・非常勤の国家公務員のうち、行政相談員
　　　・自衛隊員（元隊員も含む）およびその家族の人
　　　・日本国籍を保有しない人
　　　・自衛隊協力団体および岐阜基地協力団体に属する人
　　　・過去に防衛・基地モニターを経験した人
▼応募方法　�2 月29日（消印有効）までに封書で「住所、氏名（ふりがな）、生年月日、職業、電話番号（携

帯、固定双方）、応募動機、何を見て応募したか」を記入し、下記に郵送願います。
　　　　　　〒504－8701　岐阜県各務原市那加官有地無番地　
　　　　　　　　　　　　　第 2補給処　基地渉外室　広報係　
　　　　　　　　　　　　　（☎058－382－1101（内）2273）
　　　　※詳しくは岐阜基地ホームページを見てください。
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名経大管理
栄養学科学生の名経大管理
栄養学科学生の

インターネットホームページアドレス　http://www.city.inuyama.aichi.jp/
Eメールアドレス　010201@city.inuyama.lg.jp　FAX 0568〈44〉0360
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犬山市の人口と世帯
●12月1日現在●
人口� 74,823人
男　　� 37,283人
女　　� 37,540人
世帯　� 30,108世帯

平成28年1月1日号

　
平
成
28
年
は
、
皆
様

に
と
っ
て
ど
ん
な
年
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
厳
し
い
時
代
の
幕
開

け
で
す
が
、「
自
分
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に
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様
の
ご
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を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。（
山
）
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寒い冬の風邪予防 茶がらごま団子

　みなさんは、お茶を淹れた後の茶がらはどうしていますか？茶葉に含まれている栄養
のうち、風邪予防や美肌効果のあるビタミンAやビタミンEをはじめ、食物繊維やカルシ
ウムなど様々な栄養が茶がらに残っています。今回は、そんな栄養豊富な茶がらを有効
利用したレシピを紹介します。あんこの代用として、手に入りやすく扱いやすいようか
んを少量使ったごま団子にしました。お茶の爽やかな風味を味わうとともに、寒い冬の
風邪予防にもぜひ役立ててください！

【作り方】
①茶がらは軽く水気を切っておく。
②ようかんは小さく切っておく。
③�茶がらと白玉粉を混ぜ、水を少量ずつ加
えながら耳たぶくらいの固さにする。
④③でようかんを包み、ごまをまぶす。
⑤�180℃の油で揚げる（表面に亀裂が入っ
たら油から上げる）。

　茶がらには、茶葉の栄養が70％ほど残ると
言われています。今回のレシピでは、茶がら
を入れない場合と比べ、カルシウムは389mg
以上、ビタミンAは220μg以上、ビタミンEは
13.5mg以上、食物繊維は9.3g以上多く摂取で
きます。

QRコード

栄養価（5個分）
　エネルギー：399kcal
　ビタミンA：220μg
　食物繊維：11.0g
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雪 の 犬 山 城
岡田正春さん撮影

　木曽川から見た雪の犬山城、ゴツゴツした
黒い岩と対照的な白い美しさです。

※�広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所秘書企画課及び市内各出張所に
おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。

編
集
後
記

材料（17× 6 × 4 ㎝）
茶がら…20g（お茶1〜2杯分）、白玉
粉…35g、練ようかん…20g、白ごま
…大さじ2、水…20ml程度（茶がらの
水気によって加減する）、揚げ油適量

名古屋経済大学管理栄養学科
4年　櫻井天美

沢山食べて、元気に
大きくなってね。

阪田　千
ち

花
か

ちゃん
（羽黒）

平成27年 1 月10日生まれ

ニコニコ笑顔の優しい男の
子になってね。

渡邊　龍
りゅう

史
し

ちゃん
（上野）

平成27年 1 月14日生まれ


